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　日
にほ ん

本とタイの両
りょうこく

国の交
こうりゅう

流の歴
れ き し

史は大
たいへん

変永
なが

く、琉
りゅうきゅう

球

王
おうこく

国とアユタヤ朝
ちょう

に遡
さかのぼ

り、６００年
ねん

にわたる交
こうりゅう

流の

歴
れき し

史があるとされていますが、１８８７年
ねん

（明
めい じ

治２０

年
ねん

）「日
にっ

タイ修
しゅうこう

好宣
せんげん

言」調
ちょういん

印により近
きんだいてき

代的な外
がいこう

交関
かんけい

係の

幕
まく

が開
あ

き、２００７年
ねん

は日
にほ ん

本とタイ両
りょうこく

国の修
しゅうこう

好１２０

周
しゅうねん

年に当
あ

たります。

　約
やく

２０年
ねん

前
まえ

の１９８７年
ねん

、日
にっ

・タイ両
りょうこく

国は、日
にっ

タイ

修
しゅうこう

好１００周
しゅうねん

年を盛
せいだい

大にお祝
いわ

いしましたが、タイにお

いては、十
じゅうに

二（支
し

）の倍
ばい

数
すうねん

年を特
とく

に盛
せいだい

大に祝
いわ

う慣
かんこう

行

があり、１９９９年
ねん

のプーミポン国
こくおう

王陛
へ い か

下の７２歳
さい

誕
たんじょう

生記
きね ん

念、また、２００４年
ねん

はシリキット王
おう ひ

妃陛
へい か

下の

７２歳
さい

の誕
たんじょう

生記
き ね ん

念が盛
せいだい

大に祝
いわ

われました。日
にっ

タイ修
しゅうこう

好

１２０周
しゅうねん

年は、十
じゅうに

二の十
じゅうばい

倍ということで特
とくべつ

別な慶
けいしゅく

祝の

年
とし

と考
かんが

えられています。

　ラーマ５世
せい

チュラロンコーン王
おう

の５歳
さい

下
した

の弟
おとうと

であ

るテーワウォン親
しんのう

王（プリディヤトーン元
もと

副
ふくしゅしょうけん

首相兼

財
ざいむしょう

務相の祖
そ ふ

父）は、１８８５年
ねん

外
が い む

務大
だいじん

臣となり、

１８８７年
ねん

イギリス・ビクトリア女
じょおう

王陛
へ い か

下戴
たいかん

冠５０

周
しゅうねん

年記
きね ん

念式
しきてん

典に列
れっせき

席しましたが、ヨーロッパ各
かっこく

国とア

メリカ視
し さ つ ご

察後、日
にほ ん

本に立
た

ち寄
よ

り、１８８７年
ねん

９月
がつ

２６

日
にち

、当
と う じ

時の日
に ほ ん

本の青
あ お き

木周
しゅうぞう

蔵外
が い む

務次
じ か ん

官と共
とも

に「日
にっ

タイ

修
しゅうこう

好宣
せんげん

言」に署
しょめい

名しました。

　日
にほん

本とタイは、共
とも

に皇
こうしつ

室・王
おうしつ

室を戴
いただ

いており、伝
でんとう

統・

社
しゃかいてき

会的価
か ち

値を大
たいせつ

切にすること、植
しょくみん

民主
し ゅ ぎ

義時
じだ い

代アジアの

中
なか

で独
どくりつ

立を維
い じ

持した国
くに

同
ど う し

士あること、仏
ぶっきょう

教を信
しんぽう

奉して

いること等
とうとう

々多
おお

くの共
きょうつう

通項
こう

を持
も

っており、現
げんざい

在、様
さまざま

々

な分
ぶん や

野・レベルで幅
はば

広
ひろ

く、かつ、活
かっぱつ

発な交
こうりゅう

流が行
おこな

われ

ています。特
とく

に２００６年
ねん

６月
がつ

、プーミポン国
こくおう

王陛
へ い か

下

御
ご そ く い

即位６０周
しゅうねん

年記
き ね ん

念慶
けいしゅく

祝行
ぎょうじ

事に臨
りんせき

席されるため、我
わ

が国
くに

からは天
てんのう

皇皇
こうごう

后両
りょうへいか

陛下がタイを訪
ほうもん

問され、タイの

王
おうしつ

室及
およ

び官
かんみん

民を上
あ

げての歓
かんげい

迎を受
う

けられました。

 600 
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日
にっ

タイ交
こうりゅうねん

流年について
 - 

在
ざい

タイ日
にほんこくたいしかん

本国大使館

広
こうほうぶんかぶちょう

報文化部長　柴
しばた

田　和
かずお

夫
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　現
げんざい

在、タイ国
こくない

内には多
おお

くの邦
ほうじん

人が在
ざいりゅう

留しております

が、２００５年
ねん

９月
がつ

の統
とうけい

計では、大
たいしかん

使館及
およ

びチェンマ

イ総
そうりょうじかん

領事館に在
ざいりゅうとどけ

留届を提
ていしゅつ

出した邦
ほうじんすう

人数は３万
まん

７千
せん

人
にん

に

のぼっており、また、毎
まいとし

年１２０万
まん

人
にん

の日
にほ ん

本人
じん

旅
りょこうしゃ

行者

がタイを訪
ほうもん

問し、タイからは、１２万
まん

人
にん

のタイ人
じん

が我
わ

が国
くに

を訪
ほうもん

問しています。バンコクの日
にほ ん

本人
じん

商
しょうこう

工会
かいぎしょ

議所

の会
かいいんすう

員数も１２７０社
しゃ

にのぼり、世
せ か い

界の都
と し

市の中
なか

で、

上
しゃんはい

海に次
つ

いで第
だい

二位
い

の会
かいいんすう

員数を誇
ほこ

っています。

　このような状
じょうきょうか

況下、日
にほ ん

本・タイ両
りょうこく

国政
せ い ふ

府の合
ごう い

意によ

り、両
りょうこくかん

国間の国
こくみん

民同
ど う し

士の相
そう ご

互理
りか い

解及
およ

び友
ゆうじょう

情が揺
ゆ

るぎな

い強
きょうこ

固なものとなるよう、１２０周
しゅうねん

年を祝
いわ

うこととな

りました。この記
きねん

念すべき２００７年
ねん

を日
にほ ん

本側
がわ

ではオー

ルジャパンで盛
も

り上
あ

げて行
い

くために、タイ国
こく

と縁
えん

の深
ふか

い方々のご協
きょうりょく

力も仰
あお

ぎ、実
じっこう

行委
いいんかい

員会（委
いんちょう

員長：安
やすいしょう

居詳

策
さく

帝
ていじん

人相
そうだんやく

談役）が設
せつりつ

立されています。

　２００７年
ねん

の日
にっ

タイ修
しゅうこう

好１２０周
しゅうねん

年における主
しゅよう

要

行
ぎょうじ

事カレンダーは、２００６年
ねん

１２月
がつ

１日
にち

現
げんざい

在で次の

とおりです。

 １月
がつ

１６日
にち

 記
きね ん

念式
しきてん

典・和
わ だ い こ

太鼓公
こうえん

演

 （於：タイ・カルチャー・センター）

 ２月
がつ

２７日
にち

 タイ側
がわ

主
じゅさい

催記
きね ん

念レセプション

 （於：帝
ていこく

国ホテル）

 ３月
がつ

６
むい か

日 観
かんぜりゅう

世流能
のう

公
こうえん

演

 （於：タイ・カルチャー・センター）

 ５月
がつ

１２日
にち

 タイ・フェスティバル

 ～１３日
にち

 （於：代
よ よ ぎ

々木公
こうえん

園）

 ９月
がつ

２６日
にち

 パンパシフィック・コンサート

 （於：タイ・カルチャー・センター）

  タイ・パビリオン・オープニング・

  セレモニー

 （於：上
うえの

野恩
おん し

賜公
こうえん

園）

 １２月
がつ

８
よう か

日 日
にっ

・タイ・フェスティバル

 （於：タイ国
こくりつ

立競
きょうぎじょう

技場）
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　　みなさんは授
じゅぎょう

業の準
じゅんび

備としてどんなことをしてい

ますか。例
たと

えば、授
じゅぎょう

業の前
まえ

に今
きょ う

日教
おし

える教
きょうかしょ

科書のペー

ジに目
め

を通
とお

す、新
あたら

しいことばや文
ぶんぽう

法をどうやって教
おし

えたらいいか調
しら

べる、練
れん

習
しゅう

問
もんだい

題の答
こた

えを考
かんが

える、

絵
え

カード、フラッシュカードを準
じゅんび

備する、プリント

を使
つか

う場
ばあ い

合は人
にんずうぶん

数分コピーして用
よう い

意しておく、テー

プや CDを使
つか

う場
ばあ い

合は事
じぜ ん

前に聞
き

いておく、またテー

プの頭
あたま

出
だ

しをしておく、などいろいろあると思
おも

いま

す。実
じっさい

際にどうやって授
じゅぎょう

業をするか、その授
じゅぎょう

業を行
おこな

うためにどんな準
じゅんび

備が必
ひつよう

要か、それを頭
あたま

の中
なか

でなく、

実
じっさい

際に書
か

いて整
せいり

理したものが教
きょうあん

案です。

 　みなさんは教
きょうあん

案を書
か

いていますか。書
か

いている人
ひと

はどんなふうに書
か

いていますか。教
きょうあん

案は日
に ほ ん ご

本語で書
か

なければならないのでしょうか。先
せんせい

生がタイ人
じん

か日

本人
じん

かによって教
きょうあん

案をタイ語
ご

で書
か

くのか、日
に ほ ん ご

本語で

書
か

くのか、変
か

わってくるでしょう。それでは、教
きょうあん

案

はだれのために書
か

くのでしょうか。もちろん、自
じぶ ん

分

の授
じゅぎょう

業がうまくいくように、自
じぶ ん

分のために書
か

きます

ね。そしてもう一
ひと

つ、その授
じゅぎょう

業の対
たいしょう

象である学
がくせい

生の

存
そんざい

在も忘
わす

れてはいけません。

 　以
いぜ ん

前私
わたし

はネパールで教
おし

えていたことがあり、その

時
とき

、ネパール人
じん

教
きょういん

員を対
たいしょう

象に教
きょうあん

案作
さくせい

成や模
も ぎ

擬授
じゅぎょう

業の

指
しど う

導を行
おこな

ったことがあります。ここでは、その時
とき

の

研
けんしゅう

修と現
げんざい

在タイで行
おこな

っている教
きょうあん

案指
しど う

導を元
もと

にいくつ

かポイントを紹
しょうかい

介したいと思
おも

います。

① どうやって？

　　よく見
み

られる教
きょうあん

案には教
おし

える順
じゅんばん

番が書
か

いてあるだ

けでどうやって教
おし

えるのかが書
か

かれていない場
ばあ い

合が

あります。

 　このように順
じゅんばん

番だけでは、どうやって復
ふくしゅう

習するの

か、どうやって文
ぶんぽう

法を説
せつめい

明するのか、どうやって

練
れんしゅう

習するのか、全
ぜんぜん

然わかりませんね。具
ぐたいてき

体的にどう

やってやるのか、その部
ぶぶん

分を書
か

く必
ひつよう

要があります。

1.

教
き ょ う あ ん

案のすすめ　国
こくさいこうりゅうききん

際交流基金　ジュニア専
せんもんか

門家

　吉
よしかわ

川　景
けい こ

子
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 　例
たと

えば「１．可
かのうけい

能形を復
ふくしゅう

習する」はどうやって

復
ふくしゅう

習しますか。先
せんせい

生のキューの出
だ

し方
かた

として、①

口
こうとう

頭　②動
どう し

詞カード　③動
どう し

詞の絵
え

カード　などが考
かんが

えられるでしょう。口
こうとう

頭だけで行
おこな

う場
ばあ い

合は、先
せんせい

生が

すぐにキューを出
だ

せるように準
じゅんび

備しておかなければ

なりません。動
どう し

詞カードや絵
え

カードを使
つか

う場
ばあ い

合はど

の動
どう し

詞を使
つか

うか選
えら

ばなければなりません。習
なら

ってい

ることば、まだ習
なら

っていないことばに気
き

をつけるこ

と、可
かのうけい

能形だけれどもこの課
か

で使
つか

う動
どう し

詞にふさわし

いかどうかがポイントです。

② シンプルに

 　文
ぶんぽう

法説
せつめい

明を行
おこな

う時
とき

にどんな例
れいぶん

文を選
えら

びますか。こ

の場
ばあ い

合、例
れいぶん

文としてふさわしいのはシンプルで学
がくせい

生

にわかりやすい文
ぶん

です。いくらもう勉
べんきょう

強した表
ひょうげん

現で

も、長
なが

い文
ぶん

、複
ふくざつ

雑な表
ひょうげん

現を含
ふく

んだ例
れい

文
ぶん

だと新
あたら

しい

文
ぶんけい

型のポイントがぼやけたり、理
りか い

解しにくい場
ばあ い

合が

あります。もし、どんな例
れいぶん

文を使
つか

えばいいのかわか

らない場
ばあ い

合は、使
つか

っている教
きょうかしょ

科書をよく読
よ

んでみま

しょう。どんなシチュエーションでこの文
ぶんけい

型が使
つか

わ

れているのか見
み

えてくるはずです。その中
なか

からシン

プルな例
れいぶん

文をいくつか選
えら

んでもいいでしょう。また

例
れいぶん

文はひとつだけだと学
がくせい

生がわからない場
ばあ い

合がある

ので、2－ 3文
ぶん

用
よう い

意しておきましょう。

「1. 」

 (cue) 

 1.  2.

3.

 cue 

2.

 2-3 

.5/4　⑮　  28 

 : ＋ようになる 

 ＋なくなる　 

10  1.

10  2. 「 ようになる」 

10  3. 「 なくなる」 
20  4.  6 

とも 

( 「あきこと友だち」  18) 

M5/4　⑮　11月
がつ

28 日
にち

（火
か

）

導
どうにゅう

入項
こうもく

目 ： V 可
かのうけい

能形＋ようになる

  V 可
かのうけい

能形＋なくなる　

10分
ぷん

　１．可
かのうけい

能形の復
ふくしゅう

習

10 分
ぷん

　２．「V可
かのうけい

能形＋ようになる」文
ぶんぽう

法を説
せつめい

明

10 分
ぷん

　３．「V可
かのうけい

能形＋なくなる」文
ぶんぽう

法を説
せつめい

明

20 分
ぷん

　４．練
れんしゅう

習６

（「あきこと友
とも

だち」第
だい

18 課
か

より）
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③ 練
れんしゅう

習方
ほうほう

法は？

 　練
れんしゅう

習問
もんだい

題はどういう方法でやりますか。そのやり

方
かた

も教
きょうあん

案に書
か

いておくと、その場
ば

で適
てきとう

当に考
かんが

えるよ

りもいい授
じゅぎょう

業ができるはずです。例
たと

えば例
れい

があるな

ら、①先
せんせい

生が例
れい

を読
よ

む、②学
がくせい

生が全
ぜんいん

員で読
よ

む、③

一
ひと り

人の学
がくせい

生が読
よ

む、④先
せんせい

生の後
あと

に学
がくせい

生がリピートを

する、など、例
れい

だけでもいろいろなやり方
かた

がありま

す。その後
あと

の練
れんしゅう

習はペアで行
おこな

うのか、1番
ばん

だけ全
ぜんいん

員

でやってみるのか、練
れんしゅう

習問
もんだい

題の中
なか

のことばを先
さき

に

確
かくにん

認するのか、などを考
かんが

えておく必
ひつよう

要があります。

よく練
れんしゅう

習問
もんだい

題をさせっぱなしで終
お

わってしまう先
せんせい

生

がいますが、学
がくせい

生は正
ただ

しい答
こた

えを知
し

りたいはずです。

もしはっきり答
こた

えがわからないまま終
お

わってしまっ

たら、学
がくせい

生は中
ちゅうとはんぱ

途半端に感
かん

じ、何
なん

のためにこの練
れんしゅう

習

問
もんだい

題をやったのかわからなくなるでしょう。答
こた

え

をチェックする場
ばあ い

合も全
ぜんいん

員で考
かんが

えるのか、一
ひと り

人ずつ

発
はっぴょう

表せるのか、難
むずか

しい場
ばあ い

合は、黒
こくばん

板に書
か

いてチェッ

クするのか、など考
かんが

えられます。

3.

1.  2.

 3.  4.

よくない例
れいぶん

文：インターネットで日
にほ ん

本のことがしらべ

られるようになりました。

　⇒導
どうにゅう

入の時
とき

に出
だ

す最
さいしょ

初の例
れいぶん

文としては

 ×文
ぶん

が長
なが

い

 ×「しらべる」はこの課
か

で初
はじ

めて勉
べんきょう

強することば

 ×学
がくせい

生によっては内
ないよう

容が身
みぢ か

近ではないかもしれない

 　（インターネットを使
つか

わない学
がくせい

生にはわかりにくい）

　導
どうにゅう

入が終
お

わって、練
れんしゅう

習する時
とき

に使
つか

うといいでしょう。

いい例
れいぶん

文：コーヒーが飲
の

めるようになりました。

⇒○文
ぶん

が短
みじか

い

　○前
まえ

に習
なら

っていて、よく知
し

っていることばを使
つか

って

 　いる。

　○身
みぢか

近で実
じっかん

感がある内
ないよう

容

　○この文
ぶんけい

型 ( ぶんけい ) をシンプルに説
せつめい

明できる

　　「前
まえ

はコーヒーが飲
の

めませんでした。」

　　→「今
いま

はコーヒーが飲
の

めます。」

 にほん 

 : インターネットで日本のこと 
 がしらべられるようになりま 
 した。 

　⇒ 

 ×  ( )

 × 「しらべる」

 × 

  (

)

の 

 : コーヒーが飲めるようになりました。 

 ⇒ ○ 

  ○

  ○

  ○
 
 まえ の いま  

「前はコーヒーが飲めませんでした。」→「今はコ 
 の 

ーヒーが飲めます。」 
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20 分
ぷん

　練
れんしゅう

習６ 
  T: 例

れい

の絵
え

を見
み

ながら説
せつめい

明
  S: 全

ぜんいん

員で例
れいぶん

文を読
よ

む
  S: １－５のキューを全

ぜんいん

員で読
よ

む
  　（わからないことばはチェック）
  　ペアで練

れんしゅう

習（いっしょに考
かんが

える）
  S: 一

ひ と り

人ずつ答
こた

えを発
はっぴょう

表、その後
あと

全
ぜんいん

員で読
よ

む
  　答

こた

えをきちんと確
かくにん

認させたい場
ばあい

合は、
  　学

がくせい

生に黒
こくばん

板に書
か

かせてもよい
  　（T:　先

せんせい

生　S:　学
がくせい

生）

④ 目
もくひょう

標は達
たっせい

成できたか？

 　練
れんしゅう

習問
もんだい

題が終
お

わったら、学
がくせい

生はできるようになっ

たと言
い

えるのでしょうか。練
れんしゅう

習問
もんだい

題では与
あた

えられた

ことばを使
つか

って文
ぶん

を作
つく

ったり、ことばを入
い

れかえた

りするだけのものがあります。それができたからと

言
い

って、話
はな

せるようになったとは言
い

えません。さら

に（扱
あつか

う文
ぶんけい

型にもよりますが）ロールプレイやシチュ

エーションを与
あた

えてできるかどうか確
かくにん

認する必
ひつよう

要が

あります。応
おうよう

用練
れんしゅう

習やまとめの練
れんしゅう

習も準
じゅんび

備しておき

ましょう。（この文
ぶんけい

型では練
れんしゅう

習７がまとめの役
やくわり

割を

果
は

たしています。）

 　以
いじょう

上のような点
てん

をふまえて教
きょうあん

案を書
か

いてみると、

教
きょうしがわ

師側も教
きょうかしょ

科書、教
きょうしよう

師用指
しどうしょ

導書を熟
じゅくどく

読するようにな

り、授
じゅぎょうまえ

業前に今
きょ う

日はどんな授
じゅぎょう

業をするのかを確
かくにん

認で

き、頭
あたま

の中
なか

がすっきり整
せい り

理されるでしょう。教
きょうあん

案を

書
か

いて授
じゅぎょう

業がスムーズに進
すす

んだ時
とき

は、教
きょうあん

案を書
か

くこ

との良
よ

さが実
じっかん

感できます。もちろんうまくいかな

いこともあります。その場
ば あ い

合は、何
なに

が悪
わる

かったの

か、もう一
いちど じ ぶ ん

度自分の授
じゅぎょう

業を振
ふ

り返
かえ

ることができます。

毎
まいとし

年同
おな

じ教
きょうかしょ

科書を教
おし

える先
せんせい

生は最
さいしょ

初に作
つく

った教
きょうあん

案に

新
あたら

しいアイディアや例
れいぶん

文、シチュエーションを書
か

き

加
くわ

えたりして、よりよい教
きょうあん

案が作
つく

れるでしょう。

 　もし、みなさんが学
がくせい

生にとってわかりやすくてお

もしろい授
じゅぎょう

業をしたい、学
がくせい

生がたくさん話
はな

せる授
じゅぎょう

業

をしたい、と思
おも

っているなら、準
じゅんび

備が必
ひつよう

要です。つ

まり、教
きょうあん

案を書
か

くところから始
はじ

まるのではないで

しょうか。それがよりよい授
じゅぎょう

業に、最
さいしゅうてき

終的には学
がくせい

生

のためにつながることでしょう。

参
さんこうきょうざい

考教材：国
こくさいこうりゅうききん

際交流基金「日
に ほ ん ご

本語　あきこと友
とも

だち４」

Kinokuniya Bookstores(Thailand)

4.

 ( )

(Role Play)  (

 ) 

( )  (

7)

：国際交流基金「日本語　あきこと友だち４」
Kinokuniya Bookstores(Thailand)

20  6 

 T : 

 S : 

 S :  1-5 

    ( )  ( )

 S : ,

(T:   S: )
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  TT TN NN 

 [Y] 27.50% 25.00% 31.30% 

 [XY] 35.00% 29.40% 18.10% 

 [XYZ] 5.60% 4.40% 15.00% 

 [YZ] 8.80% 8.10% 13.10% 

 23.10% 33.10% 22.50% 

 100%／20  100%／20  100%／20

 (pragmatic transfer) 

 (Refusal to Suggestions) 

 (DCT; Discourse Completion Test) 

 3 

( )  ( )  ( )

 3 

 (Speech formulas)  L.M. Beebe, T. Takahashi & R. Uliss-Weltz (1990) 

 3 

1.  “X” :  (Adjuncts to Refusal) 

 「ああ、それも楽しそうでいいですね」, 「そうですね」, “ ”

2.  “Y” :  (Reason) 

 「でも用意するのも大変だし、去年と同じ店で気心もしれているので」, 「時間があまりないんで」,

 “ ”

3.  “Z” :  (Statement of Decision)

 「やはりそこにします」, 「やっぱり高くてもこっちの方がいいわ」, “ ”

 “  (Refusal Pattern)” 4  [XYZ]

 [XY]  [Y]  [YZ]

 4 

 2 

 [Y]  [XY]  4 

 2 

 : 
. *

 1  “ ”  (TT)  (TN)  (NN) 
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 TT Y 35% XY 40% Y 30% Y 40% XY 50% Y 30% XY 45% XY 45% 

 TN Y 40% XY 45% Y 35% Y 40% XY 65% Y 35% XY 50% XY 50% 

 NN XYZ 40% XYZ 40% Y 40% Y 45% XY 40% Y 40% Y 45% YZ 30% 

 2  “ ”

( )  “X:

”  “X: ”

“Y: ”  “X: ”

 “Y: ”  “Z: ”

 * 

 3  2006 

 33 

 15 

　去
さ

る２００６年
ねん

９月
がつ

３
みっか

日に日
にほんご

本語弁
べんろん

論大
たいかい

会が国
こくさい

際

交
こうりゅう

流基
ききん

金バンコク日
にほん

本文
ぶんか

化センターで実
じっし

施されまし

た。これはタイ規
きぼ

模の日
にほんご

本語弁
べんろん

論大
たいかい

会としては唯
ゆいいつ

一の

もので、今
ことし

年で第
だい

33 回
かい

を迎
む

かえました。

　大
たいかい

会は一
いっぱん

般の部
ぶ

、大
だいがくせい

学生（日
にほんご

本語主
しゅせんこう

専攻）の部
ぶ

、

高
こうこうせい

校生の部
ぶ

の部
ぶもん

門に分
わ

かれており、多
たすう

数の応
おうぼ

募の中
なか

か

ら書
しょるい

類審
しんさ

査で選
えら

ばれた１５名
めい

が熱
ねつべん

弁をふるいました。

各
かくぶもん

部門の優
ゆうしょうしゃ

勝者は、一
いっぱん

般の部
ぶ

は「私
わたし

から見
み

た日
にほん

本」の

Nipaporn Charuchindaさん、大
だいがくせい

学生日
にほんご

本語主
しゅせんこう

専攻の

○日
に ほ ん ご べ ん ろ ん た い か い

本語弁論大会について

√“¬ß“π°‘®°√√¡¢Õß‡®·ªπø“«πå‡¥™—Ëπ °√ÿß‡∑æ œ 
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1. . .

2. . .  “ ”

3. . .

-

 1 – 8

 2549 

1. . .

2. . . ,

3. . .

4. . .

5. . .

部
ぶ

は「ひきこもる前
まえ

に」の Siriwimon Phanruangrong

さん、高
こうこうせい

校生の部
ぶ

は「私
わたし

の夢
ゆめ

の夢
ゆめ

のまだ夢
ゆめ

です」の

Satanrat Choonakさんでした。

　このうち、ニパポーンさんとシリウィモンさんには

優
ゆうしょう

勝 賞
しょうひん

品として日
にほん

本行
いき

航
こうくうけん

空券が授
じゅよ

与され、両
りょうめい

名は

１０月
がつ

１
ついたち

日から８
ようか

日にかけて１
いっしゅうかん

週間日
にほん

本を訪
ほうもん

問し、

初
しょしゅう

秋の日
にほん

本滞
たいざい

在を満
まんきつ

喫してきました。

　自
じぶん

分の考
かんが

えを日
にほんご

本語の文
ぶんしょう

章で作
つく

ってみたり、他
たにん

人に

日
にほんご

本語で発
はっぴょう

表することは、外
がいこくご

国語の勉
べんきょう

強には非
ひじょう

常に

効
こうかてき

果的な活
かつどう

動です。弁
べんろん

論大
たいかい

会には優
ゆうしゅう

秀な学
がくせい

生さんが集
あつ

まるので、実
じっさい

際に出
しゅつじょう

場したり入
にゅうしょう

賞するのは簡
かんたん

単では

ありませんが、その準
じゅんび

備をする過
かてい

程がそのまま日
にほんご

本語

学
がくしゅう

習につながり、学
がくしゅう

習意
いよく

欲の向
こうじょう

上や自
じゆう

由作
さくぶん

文の練
れんしゅう

習に

もなります。皆
みな

さんも自
じぶん

分の学
がくせい

生に来
らいねんど

年度の弁
べんろん

論大
たいかい

会

への応
おうぼ

募を勧
すす

めてみてはいかがですか？

　今
こんかい

回の第
だい

３３回
かい

タイ国
こく

日
にほんご

本語弁
べんろん

論大
たいかい

会の概
がいよう

要は次
つぎ

の

とおりでした。

【
（

出
しゅつじょうしゃ

場 者】（敬
けいしょうりゃく

称略）

一
いっぱん

般の部
ぶ

Chitchanok Chuengsatiansup

  ……………………………………… 「あなた次
しだい

第だ！」

Wanichaya Supakarn …………… 「私
わたし

の恋
こい

、親
おや

の愛
あい

」

Yaowanut Bootkaew

  ……………………「結
けっきょく

局日
にほんご

本語から逃
に

げられない！」

Kanchana Aeksri

  ……………………… 「ゴミは思
おも

ったより価
かち

値がある」

Nipaporn Charuchinda

  ……………………………「私
わたし

から見
み

た日
にほん

本」※優
ゆうしょう

勝

大
だいがくしゅせんこう　ぶ

学主専攻の部

Siriwimon Phanruangrong

  ……………………………「ひきこもる前
まえ

に」※優
ゆうしょう

勝

Jatuporn Paopan ………………………… 「自
じぶん

分探
さが

し」

Anchalee Boonrod ………… 「子
こども

供のころの思
おも

い出
で

」
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1. . .  “ ”

2. . .

3. . .

4.

5. . .

1. . .

2. . .

3. . .

4. . .

5. . .

 15 

 27 

 38 

Winai Wongwangchan …………… 「思
おも

い出
で

の先
せんせい

生」

Puttimon Somjai ……………………… 「生
せいめい

命は森
もり

から」

高
こうこうせい

校生の部
ぶ

Nattaporn Plunpoka …………………… 「小
ちい

さい太
たいよう

陽」

Duangmon Suwattanasophon

  ………………………………… 「時
じかん

間を守
まも

りましょう」

Satanrat Choonak

  …………………「私
わたし

の夢
ゆめ

の夢
ゆめ

のまだ夢
ゆめ

です」※優
ゆうしょう

勝

Worajit Mokkakul ………「私
わたし

のふるさと、ヤラー県
けん

」

Pajaree Sivabavon ………………………… 「父
ちち

の話
はなし

」

【応
おうぼしゃすう

募者数】

○一
いっぱん

般の部
ぶ

………………………………………… １５名
めい

○大
だいがくしゅせんこう

学主専攻の部
ぶ

………………………………… ２７名
めい

○高
こうこうせい

校生の部
ぶ

……………………………………… ３８名
めい

　第
だい

２３回
かいめ

目となる日
にほんご

本語能
のうりょく

力試
しけん

験が２００６年
ねん

１２

月
がつ

３
みっか

日に全
ぜん

世
せかい

界で実
じっし

施されました。タイでは 14,015

名
めい

の応
おうぼ

募があり、前
ぜんかい

回より応
おうぼしゃ

募者が約
やく

１５％増
ぞうか

加しま

した。

　前
ぜんかい

回２００５年
ねん

１２月
がつ

の試
しけん

験と比較すると、前
ぜんかい

回が

１級
きゅう

や４級
きゅう

の受
じゅけんしゃ

験者が増
ぞうか

加したのと比
くら

べ、今
こんかい

回は３級
きゅう

の応
おうぼしゃ

募者が約
やく

２９％増
ぞう

と目
め

だって増
ふ

えています。これ

は高
こうこう

校や大
だいがく

学で日
にほんご

本語を学
まな

び初
しょきゅう

級を終
しゅうりょう

了するレベルの

学
がくせい

生が多
おお

かったためと思
おも

われます。

 23  3  2549 

 14,015  15%

 1  4  2549 

29%

 2006 
２００６年

ねん

　日
にほんご

本語能
のうりょく

力試
しけん

験について



12

　今
こんかい

回のタイでの応
おうぼ

募・受
じゅけん

験状
じょうきょう

況の概
がいよう

要は次
つぎ

のとおり

です。

　今
こんかい

回は
じゅけんりょう

受験料の
かいてい

改定がありました。タイの日
にほんご

本語

能
のうりょくしけん

力試験は日
にほん

本の独
どくりつぎょうせい

立行政法
ほうじん

人国
こくさいこうりゅう

際交流基
ききん

金が試
しけん

験

の作
さくせい

成や採
さいてん

点、証
しょうめいしょ

明書発
はっこう

行などを行
おこな

っていますが、

以
いぜん

前から多
たがく

額の日
にほん

本の税
ぜいきん

金が充
あ

てられています。今
こんかい

回

はその税
ぜいきん

金の負
ふたん

担を減
へ

らす必
ひつよう

要があったために受
じゅけんりょう

験料

を値
ねあ

上げせざるを得
え

ませんでした。値
ねあ

上げにも関
かか

わら

ず応
おうぼしゃ

募者や受
じゅけんしゃ

験者が増
ぞうか

加したのは、単
たん

にタイの学
がくせい

生の

日
にほんご

本語への関
かんしん

心が高
たか

くなっただけではなく、ご父
ふけい

兄や

先
せんせいがた

生方のご理
りかい

解があったためと考
かんが

えております。

　国
こくさいこうりゅう

際交流基
ききん

金バンコク日
にほん

本文
ぶんか

化センター (JFBKK) で

は、2006 年
ねん

10 月
がつ

9 日
にち

( 月
げつ

) から 20 月
がつ

( 金
きん

) までの 2

週
しゅうかん

間、第
だい

32回
かい

日
にほんご

本語教
きょういく

育研
けんしゅうかい

修会 (通
つうしょう

称「集
しゅちゅうけんしゅう

中研修」)

を開
かいさい

催しました。前
ぜんはん

半の 5
いつかかかん

日間は初
しょきゅう

級教
きょうじゅほう

授法コース

と日
に ほ ん ご

本語コース、後
こうはん

半の 5
いつかかん

日間は日
に ほ ん ご

本語コースを実
じっし

施

しました。初
しょきゅう

級教
きょうじゅほう

授法コースでは、高
こうこう

校やラチャパ

ット大
だいがく

学、民
みんかん

間日
に ほ ん ご

本語学
がっこう

校などで教
おし

える教
きょうし

師がいっ

しょに、文
も じ

字や発
はつおん

音、初
しょきゅう

級前
ぜんはん

半の日
に ほ ん ご

本語の教
おし

え方
かた

を、

理
りろん

論と実
じっせん

践を通
とお

して学
まな

びました。日
に ほ ん ご

本語コースは、タ

イ人
じん

学
がくしゅうしゃ

習者にとって難
むずか

しい助
じょし

詞や受
うけみ

身、使
しえき

役などの

初
しょきゅうこうはんこうもく

級後半項目や中
ちゅうきゅう

級の文
ぶんまつひょうげん

末表現の学
がくしゅう

習を中
ちゅうしん

心にした

 1 １級  2 2級  3 ３級  4 ４級 計 

区分
応募 受験 応募 受験 応募 受験 応募 受験 応募 受験 

 2006 (  18) (8.3%) (8.3%) (17.8%) (18.2%) (28.8%) (26.7%) (7.7%) (7.0%) (15.6%) (14.7%) 

２００６年（平成18年） 939 754 2,521 2,152 4,458 3,735 6,097 5,211 14,015 11,852 

874 698 2,279 1,945 3,737 3,096 4,627 3,898 11,517 9,637 
 バンコク 

60 52 202 170 629 550 1,162 1,022 2,053 1,794  
 チェンマイ 

5 4 40 37 92 89 308 291 445 421 
 ソンクラー 

(JFBKK)
 32 

9  20  2006  2 
 2 

 4 

 32 
第
だい

32 回
かい

日
にほんごきょういくけんしゅうかい

本語教育研修会（集
しゅうちゅうけんしゅう

中研修）報
ほうこく

告

都

市

別
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 1 

2

54

 33 

 www.jfbkk.or.th 

「日
にほんごぶんせき

本語分析」と話
はな

す・聞
き

く能
のうりょく

力の向
こうじょう

上を目
め ざ

指す「総
そうごう

合

日
に ほ ん ご

本語 1」、読
よ

む・書
か

く能
のうりょく

力を高
たか

める「総
そうごう

合日
に ほ ん ご

本語 2」

の 3科
かもく

目を設
もう

けました。合
ごうけい

計 54 人
にん

の教
きょうし

師が参
さんか

加して、

新
あたら

しいことを学
まな

ぶとともに日
ひごろ

頃の問
もんだいてん

題点を解
かいけつ

決したり

ネットワークを作
つく

ったりするきっかけとしました。

　次
じかい

回の第
だい

33 回
かい

日
に ほ ん ご

本語教
きょういく

育 研
けんしゅうかい

修会は 2007 年
ねん

4 月
がつ

に開
かいさい

催します。2月
がつ

初
はじ

めにお知
し

らせをお送
おく

りしますが、

JFBKK のウェブサイトもぜひチェックしてください。

 2006  216 

 54 

 5 

 1-11  2549 

 69  17  3 

 3 

5

1.
.

2.
.

　国
こくさいこうりゅうききん

際交流基金では全
ぜんせかい

世界の中
ちゅうがくこうこう

学高校の社
しゃかいか

会科の

先
せんせいがた

生方に日
にほん

本の教
きょういく

育と文
ぶんか

化について理
りかい

解を深
ふか

めてもら

う「中
ちゅうがくこうこう

学高校教
きょういん

員交
こうりゅうじぎょう

流事業」を毎
まいとし

年 行
おこな

っています。

2006 年
ねんど

度は全
ぜんせかい

世界 54か国
こく

から 216 名
めい

の先
せんせいがた

生方が日
にほん

本

に招
しょう.

へいされました。

 タイからは 5 名
めい

の先
せんせいがた

生方が 2006 年
ねん.

11 月
がつ

1
ついたち

日から

15 日
にち

の 15 日
にちかん

間の日
にってい

程で訪
ほうにち

日され、17 か国
こく

69 名
めい

の

先
せんせいがた

生方と一
いっしょ

緒に宮
みやぎ

城・埼
さいたま

玉・京
きょうと

都の 3グループに分
わ

か

れて各
かくちほう

地方の小
しょうちゅうこうこう

中高校を訪
ほうもん

問して日
にほん

本の学
がっこう

校の実
じつじょう

情を

ご覧
らん

になったり、子
こども

供たちと交
こうりゅう

流されたほか、東
とうきょう

京・

広
ひろしま

島・京
きょうと

都などの視
しさつ

察やホームステイなどを経
けいけん

験なさ

いました。

　今
こんかい

回のタイからのメンバーは次
つぎ

の 5名
めい

の方
かたがた

々でした。

校
こうちょうせんせい

長先生から若
わかて

手の教
きょうし

師まで年
ねんれい

齢の幅
はば

も広
ひろ

く、男
だんじょひ

女比

も合
あ

わせて、バランスのとれた構
こうせい

成となっています。

（１）Pitak Boonyawate

　　  (Piriyalai School Phrae) 

（２）Somboon Tritanakul

        (Princess Sirindhorn’s College)

（３）Somsak Phunlawong 

　　 (Nakhonsawan School) 

（４）Munlika Panaseri (Strisrinan School) 

中
ち ゅ う が く こ う こ う

学高校教
き ょ う い ん こ う り ゅ う

員交流事
じ ぎ ょ う

業について
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3.
.

4.
.

5.

 5 

(  6 - 11 )

 (  12 – 14 )

 (  15 – 17 )

 ( )

（５）Pojjaman Pengpan

　　 (Suankulurb Wittayalai School) 

　訪
ほうにちにってい

日日程は小
しょうがっこう

学校や中
ちゅうがっこう

学校、高
こうこう

校など日
にほん

本の様
さまざま

々な

学
がっこう

校を訪
ほうもん

問して現
げんば

場を視
しさつ

察したり日
にほん

本の教
きょうし

師・生
せいと

徒と

交
こうりゅう

流することが中
ちゅうしん

心でしたが、日
にほん

本の教
きょういく

育について

専
せんもんか

門家からレクチャーを受
う

けたり、初
はじ

めて日
にほん

本を訪
おとず

れる外
がいこくじん

国人が多
おお

く行
い

く定
ていばん

番の東
とうきょう

京・広
ひろしま

島・京
きょうと

都などの

視
しさつ

察も行
おこな

い、充
じゅうじつ

実した内
ないよう

容でした。

　このプログラムの意
い ぎ

義は、訪
ほう

日
にち

経
けいけん

験がない社
しゃかいか

会科の

先
せんせいがた

生方に日
にほん

本の教
きょういく

育制
せいど

度や日
にほん

本の風
ふうぶつ

物を自
じぶん

分の目
め

で

見
み

て、日
にほん

本と日
にほん

本の教
きょういく

育の実
じったい

態に関
かん

する知
ちしき

識や理
りかい

解を

深
ふか

めていただき、さらに日
にほん

本で得
え

た情
じょうほう

報や経
けいけん

験を広
ひろ

く

現
げんば

場の学
がくせい

生さんに伝
つた

えていただくことにあります。５

人
にん

の先
せんせいがた

生方は日
にほん

本各
かくち

地の小
しょう

学
がっこう

校（６歳
さい

～１１歳
さい

）、中
ちゅう

学
がっこう

校（１２歳
さい

～１４歳
さい

）、高
こうとう

等学
がっこう

校（１５歳
さい

～１７歳
さい

）

を訪
ほうもん

問して、タイの学
がっこう

校との相
そういてん

違点や類
るいじてん

似点を間
まぢか

近に

ご覧
らん

になりました。日
にほん

本の小
しょうがくせい

学生が教
きょうし

師の同
どうせき

席なしに

教
きょうしつ

室で自
じしゅう

習をする様
ようす

子を見
み

たり、他
たにん

人と一
いっしょ

緒に入る

日
にほん

本の温
おんせん

泉に驚
おどろ

くなど、タイとは異
こと

なる文
ぶんか

化に触
ふ

れ、

良
よ

い経
けいけん

験を積
つ

まれた２週
しゅうかん

間でした。

　参
さんか

加なさった先
せんせいがた

生方を代
だいひょう

表してポッジャマン先
せんせい

生か

らレポートを頂
いただ

きましたので、以
い か

下に掲
けいさい

載いたします

（タイ語
ご

のみ）。

 1-15 . .2549

 5 

Japan Foundation 

(The Secondary –School  Educators Study Tour Program) 
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 68  18  (  3) 

 KIYOMIZU 

TEMPLE,  KINKAKUJI TEMPLE, NIJO CASTLE, MIYAJIMA 

ISLAND, THE HOSHOKAN HIGASHI HONGANJI, HIROSHIMA

MUSEUM, SANJUSANGENDO, THE GOLDEN PAVILION 

 JAPANESE 

INN

 1.

 2.

 3.

( )

( )

 4.

 ( )

  15 

 5.

 3  3 

 MIYAGI, SAITAMA  KYOTO 

1.
 1.1 

 1.2  6 :

3 : 3 

(Lower secondary school) 

(Upper secondary school) 

 1.3 

 1,300  40 

2.
 2.1 

      (  Vacational Museum

)
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( )

( )

      2.2  15 -

20  (  50 )

 Home Room  (

)  Home Room 

( )

 17.30 .

 10 

      2.3  15.10 .

 ( )

( )

3.

-

(

)

 ( )
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 “  2 

 “

”

 “ ” “ ”

 Ofuro 

( )

 Japan Foundation 

”

○日
にほんごがくしゅうしゃほうにちけんしゅう

本語学習者訪日研修（高
こうこうせい

校生）について

　国
こくさい

際交
こうりゅう

流基
ききん

金関
かんさい

西国
こくさい

際センターでは世
せかい

界の高
こうこうせい

校生

を対
たいしょう

象に「日
にほんご

本語学
がくしゅうしゃ

習 者訪
ほうにち

日研
けんしゅう

修（高
こうこうせい

校生）」を実
じっし

施

していますが、２００６年
ねん

はタイ国
こくない

内の約
やく

４５の高
こうこう

校

から学
がくせい

生の推
すいせん

薦があり、２００６年
ねん

５月
がつ

２
は つ か

０日にバン

コクで行われた筆
ひっき

記選
せんこう

考と面
めんせつ

接選
せんこう

考により次
つぎ

の 3名
めい

が

タイから選
せんばつ

抜されました。

　１．Panadda Nantakrua さん

 （Regina Coeli College）

　２．Supapitch Saisarai さん

 （Wat Ratchaorot School）

　３．Sirikanlaya Boonmuang さん

 （Navamindarajudis Payap School）

　この 3 名
めい

は２００６年
ねん

６月
がつ

２７日
にち

に日
にほん

本に到
とうちゃく

着し

てから、生
いけばな

花や茶
さどう

道などの日
にほん

本文
ぶんか

化の体
たいけん

験や、東
とうきょう

京・

広
ひろしま

島・京
きょうと

都などの地
ちほう

方見
けんがく

学、日
にほんじん

本人高
こうこうせい

校生との交
こうりゅう

流、

日
にほんじん

本人家
かてい

庭でのホームステイなどの様
さまざま

々な経
けいけん

験をして、

７月
がつ

１１日
にち

に無
ぶ じ

事帰
きこく

国しました。

　この 3名
めい

から日
にほん

本に行
い

った時
とき

の感
かんそう

想文
ぶん

と写
しゃしん

真が送
おく

ら

れてきましたので、以
い か

下に掲
けいさい

載します。

　なお、このうち Supapitch さんは日
にほん

本のＮＨＫの目
め

に留
と

まり、国
こくさい

際交
こうりゅう

流基
ききん

金とＮＨＫが共
きょうどう

同で制
せいさく

作した

「エリンが挑
ちょうせん

戦！　日
に ほ ん ご

本語できます」で取
と

り上
あ

げられ、

学
がっこう

校や自
じたく

宅で日
に ほ ん ご

本語を勉
べんきょう

強している様
ようす

子が全
ぜんせかい

世界で

放
ほうえい

映されました。

.
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1.

 (

)

2.

3.

4.

5.

 ( )

 (

)

List of Laundry Fee
Item Unit Fee(Baht)

Kimono きもの 1 set 1,000

Yukata (women) ゆかた（おんな） 1 set 200

Yukata (men) ゆかた（おとこ） 1 set 110

Yukata (child) ゆかた（こども） 1 set 100

Happi はっぴ 1 set 40

Judo gi じゅうどうぎ 1 set 85

Tabi たび 1 pair 30 socks

National Flag こっき 1 piece 35

Noren のれん 1 piece 35 cloth at the entrance

Kou-haku Maku こうはくまく 1 piece 100 red & white cloth for stage

Himousen ひもうせん 1 piece 100 red carpet

Hachimaki はちまき 1 piece 15 head band

 The Japan Foundation, Bangkok 
(JFBKK) would like to announce the 
following regulation for borrowing of 
cultural items, which JFBKK offers as 
service mainly to introduce Japanese 
culture to Thai people.

1 Borrowing is free of charge, except 
for “Laundry Fee” (shown in separate 
table) that applicants must pay when 
they pick up the borrowed items.

2 In principle applicants should 
be non-profi t organizations (e.g. 
Educational institutions, cultural 
organizations, NGO/ NPOs, etc.). 
Applications from individuals or 
commercial companies will not be 
accepted. Higher priority shall be 
given to educational institutions 
that offer Japanese language 
education courses.

3 Commercial activities, or activities 
that mainly aim for selling of goods 
are not eligible. There might be 
other cases in which JFBKK rejects 
application.

4 Deadline for application is 2 weeks 
before the borrowing date.

5 For further information, please 
contact Ms. Wanalee (Thai) or Mr. 
Furuya (Japanese).

Announcement for 

Borrowing of Cultural Items
文
ぶんかびひんかしだしじぎょう

化備品貸出事業ご案
あんない

内

　国
こうさいこうりゅうききん

際交流基金バンコク日
にほ ん ぶ ん か

本文化セ

ンターは、タイ人
じん

への日
にほんぶんかしょうかい

本文化紹介

を主
おも

な目
もくてき

的として、文
ぶんかびひん か し だ し

化備品貸出

サービスを提
ていきょう

供しておりますが、こ

のたび、貸
かしだしきそく

出規則を以
い か

下のように定
さだ

めましたのでお知らせします。

1 文
ぶ ん か び ひ ん

化備品の貸
かしだしりょう

出料は、無
むりょう

料です。

ただし、衣
い る い

類その他
た

使
し よ う

用ごとに

洗
せんたく

濯が必
ひつよう

要な文
ぶん か び ひ ん

化備品については、

洗
せんたくだいじっぴそうとうがく

濯代実費相当額を申
もう

し受
う

けます。

2 文
ぶ ん か び ひ ん

化備品の貸
かしだし

出は、非
ひ え い り だ ん た い

営利団体

( 教
きょういくきかん

育機関、文
ぶんかだんたい

化団体、NGO、NPO

など ) を対象とし、個
こじ ん

人や営
えいりだんたい

利団体

は除
のぞ

かれます。また、日
にほんごきょういく

本語教育

を実
じ っ し

施している教
きょういくきかん

育機関が優
ゆうせん

先さ

れます。

3 営
えいりせい

利性の高
たか

い事
じぎょう

業、物
ぶっぴんとう

品等の販
はんばいとう

売等

を主
しゅ

たる目
もくてき

的とする商
しょうぎょうてきもよお

業的催しな

どへは貸
か

し出
だ

すことはできません。

また、場
ば あ い

合によっては貸
かしだし

出をお断
ことわ

りする場
ばあい

合があります。

4 貸
かしだし

出の申
しんせいしょ

請書は、借
しゃくようきぼうび

用希望日の 2

週
しゅうかんまえ

間前までに提
ていしゅつ

出してください。

5 貸
か

し出
だ

しできる備
びひ ん

品、その他
た

詳
しょうさい

細

については、担
たんとう

当のWanalee( タイ

語
ご

) または古
ふる や

屋 ( 日
に ほ ん ご

本語 ) までお問
と

い合
あ

わせください。
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1.
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2.  (

)

国
こくさいこうりゅうききん

際交流基金バンコク日
にほんぶんか

本文化センター

 図
としょかん

書館　利
りようあんない

用案内

　日
に ほ ん ご

本語の勉
べんきょう

強がしたい、日
にほんごきょういく

本語教育について調
しら

べた

い、日
にほ ん

本のことが知
し

りたい．．．そんな時
とき

には、バンコ

ク日
にほ ん ぶ ん か

本文化センター図
としょかん

書館をご利
ごりよう

用ください。ここに

は約
やく

2 万
まんさつ

冊の日
にほんごきょういく

本語教育および日
にほ ん ぶ ん か

本文化に関
かん

する書
しょせき

籍

（日
に ほ ん ご

本語・タイ語
ご

・英
えい ご

語）と、2400 点
てん

の視
しちょうかくしりょう

聴覚資料が

揃
そろ

っています。毎
まいつき

月およそ 7000 人
にん

の利
りようしゃ

用者が訪
おとず

れ、

現
げんざい

在の延
の

べ会
かいいんすう

員数は約
やく

5400 人
にん

。日
に ほ ん

本とタイの新
しんぶん

聞･

雑
ざ っ し

誌、日
にほんごがくしゅう

本語学習教
きょうざい

材や日
に ほ ん え い が

本映画のビデオ・ＤＶＤの

閲
えつらん

覧は自
じゆ う

由で、会
かいいんとうろく

員登録をすれば図
とし ょ

書の貸
か

し出
だ

しがで

きます。

開
かいかんにちじ

館日時　

 月
げつようび

曜日～金
きんようび

曜日　午
ごぜん

前 9時
じ

～午
ご ご

後 7時
じ

/

 土
ど よ う び

曜日　午
ごぜん

前 9時
じ

～午
ご ご

後 5時
じ

休
きゅうかんび

館日

 タイの祝
しゅくさいじつ

祭日　/　天
てんのうたんじょうび

皇誕生日 (12 月
がつ

23 日
にち

)/

年
ねんまつねんしきゅうか

末年始休暇 (12 月
がつ

28 日
にち

～ 1月
がつ

3 日
にち

)

入
にゅうかいしかく

会資格

 満
まん

15 歳
さいいじょう

以上でタイ在
ざいじゅう

住の方
かた

。（ツーリストビザで

滞
たいざいちゅう

在中の方
かた

は入
にゅうかい

会できません。）

必
ひつようしょるい

要書類

1. 顔
かおじゃしん

写真 (2.5 x 3 cm)　2枚
まい

2. 身
みぶんしょうめいしょ

分証明書のコピー ( タイ人
じん

)　またはパスポート

のコピー ( 外
がいこくじん

国人 )1 通
つう

3. 学
がくせいしょう

生証　( 学
がくせいかいいん

生会員 )

 所
し ょ ぞ く き か ん

属機関が発
はっこう

行する雇
こようしょうめいしょ

用証明書 ( 所
しょ ぞ く ぶ し ょ

属部署、

雇
こよ う き か ん

用期間などが明
めい き

記されたもの )1 通
つう

 （日
に ほ ん ご

本語

教
きょうしかいいん

師会員）

入
にゅうかいてつづき

会手続

1. 図
としょかん

書館カウンターで入
にゅうかいもうしこみしょ

会申込書に必
ひつようじこう

要事項を記
きにゅう

入

し、上
じょうきひつようしょるい

記必要書類に年
ねんかいひ

会費、デポジットを添
そ

えて

図
としょかん

書館カウンターに提
ていしゅつ

出してください。(デポジッ

トは退
たいかいじ

会時に全
ぜんがく

額お返
かえ

しします ｡)

2. 会
かいいんしょう

員証 ( 学
がくせい

生・一
いっぱんよう

般用→白
しろ.

カード /日
に ほ ん ご

本語教
きょうしよう

師用→

青
あお

カード ) をお受
う

け取
と

りください。

貸
かしだし

出サービス

1. 貸
かしだしさっすう

出冊数は 1回
かい

につき 3冊
さつ

までで、貸
かしだしきかん

出期間は 2

週
しゅうかん

間です。
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1.  3  2 

2.  ( )

 (  1 )

[ ]
1.

2.

3.  ( )

 1 

2. 視
しちょうかくしりょう

聴覚資料 ( ビデオ・カセットテープ・CD) の貸
かしだし

出

サービスは、日
にほんごきょうしかいいん

本語教師会員のみ可
かの う

能です。一
いっぱん

般

会
かいいん

員の方
かた

は館
かんない

内でご利
りよ う

用ください。ただし、日
にほ ん

本

語
ご

能
のうりょくしけん

力試験の試
しけんもんだい

験問題に限
かぎ

りカセットテープ・CD

の貸
かしだし

出を行
おこな

っています。（問
もんだいさっし

題冊子とカセットテー

プ・CDを１セットとし、1冊
さつ

と数
かぞ

えます。）

*その他
ほか

、詳
しょうさい

細については会
かいいんとうろくしんせいじ

員登録申請時にお知
し

ら

　せします。

[ 便
べん り

利なサービスあれこれ ]

1. 国
こうくさいこうりゅうききんとしょかんそうごたいよ

際交流基金図書館相互貸与サービス

　当
とうとしょかん

図書館に所
しょぞう

蔵のない図
としょ

書を、日
にほん

本の国際交流基金

図
としょかん

書館より借
か

りることができます。

2. 文
ぶんけんふくしゃ

献複写サービス

　日
にほ ん

本の国
こ く さ い こ う り ゅ う き き ん し ょ ぞ う

際交流基金図書館所蔵の雑
ざっ し

誌・紀
きよ う

要などの

論
ろんぶん

文をコピーして送
おく

ってもらえます。

3. 郵
ゆうそうかしだし

送貸出サービス（日
にほんごきょうしかいいん

本語教師会員のみ）

　地
ちほうざいじゅう

方在住の日
にほんごきょうしかいいん

本語教師会員のために、郵
ゆうそう

送による

貸
かしだし

出サービスをおこなっています。貸
かしだしてんすう

出点数は通
つうじょう

常の

場
ばあ い

合と同
おな

じですが、貸
かしだしきかん

出期間は、郵
ゆうそう

送にかかる日
にっすうう

数を

含
ふく

め 1ヶ
かげ つ

月です。

　*これらのサービスを利
りよう

用されたい方
かた

は、

　電
でんわ

話（02-260-8560 ～ 4）、ＦＡＸ（02-260-8565）、

　email（library@jfbkk.or.th）のいずれかで図
としょかん

書館

　スタッフまでご連
れんらく

絡ください。（タイ語
ご

/日
に ほ ん ご

本語 /英
えいご

語）

[
ぞ う し ょ け ん さ く

インターネットによる蔵書検索 ]

　当
とうとしょかん

図書館の蔵
ぞうしょけんさく

書検索は、国
こくりつじょうほうがくけんきゅうじょ

立情報学研究所によるサ

イト、ウェブキャット http://webcat.nii.ac.jp/webcat.

html で可
か の う

能です。所
しょぞう

蔵のある場
ばあ い

合「ＪＦ - Ｂａｎｇｋ

ｏｋ」と表示されます。

 (02-260-8560-4)  (02-260-8565)
 E-mail (library@jfbkk.or.th) ( / / )

[ ]

 http://webcat.nii.ac.jp/webcat.html
 [JF-Bangkok] 

会員種別 年会費 デポジット

高校生 50 50バーツ 100 100 バーツ

大学生 50 50バーツ 300 300 バーツ

一般 100 100バーツ 500 500バーツ

 50 
バンコク日本語センターの日本語コース受講生 50バーツ 上記種別による

バンコク日本語センター所属の日本語教師 無料 無料

 100  500 
国際交流基金以外の教育機関に所属している日本語教師 100バーツ 500バーツ

年会費およびデポジット
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　以下のように JTAT（Japanese Teachers’ Association 

in Thailand タイ国
こくにほんごきょうしかい

日本語教師会）主
しゅさい

催　第
だい

1 回
か い に ほ ん ご

日本語

ドラマコンテストが開
かいさい

催されました。

  日
にち じ

時：10月
がつ

14 日
にち

( 土 )9：00 ～ 12：00

  場
ば し ょ

所：国
こくさいこうりゅうききん

際交流基金バンコク日
にほん ぶ ん か

本文化センター、

ホール

  協
きょうりょく

力・助
じょせい

成：泰
たいにちけいざいぎじゅつしんこうきょうかい

日経済技術振興協会、

紀
き の く に や

伊國屋タイランド、

国
こくさいこうりゅうききん

際交流基金バンコク日
にほん ぶ ん か

本文化センター

　出
しゅつじょう

場は、カセサート大
だいがく

学、タマサート大
だいがく

学、シーナカ

リンウィロート大
だいがく

学の 3大
だいがく

学の日
に ほ ん ご が っ か

本語学科のグループ

で、審
しん さ

査の結
けっ か

果、タマサート大
だいがく

学の「きのこ取
と

り物
ものがたり

語」

が優
ゆうしょう

勝しました。

(JTAT)

 1 

 ( )

 14  2549 

 09:00-12:00 .

 ( - )

 ( )

 3  3 

 KINOKOTORI MONOGATARI 

1

JTAT（タイ国日本語教師会）主催　 

第1回日本語ドラマコンテスト 
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　2006 年
ねん

11 月
がつ

26 日
にち

（日
にち

）にスィーアユタヤ学
がっこう

校で

バンコク第
だい

1 教
きょういくちくじむしょにほんごきょういくかいはつ

育地区事務所日本語教育開発センター

主
しゅさいだい

催第 1回
かい

ダイヤモンド王
おうかんしょうにほんご

冠賞日本語コンテストが行
おこ

われました。

　コンテストは、中
ちゅうがくせい

学生レベル（M.1 ～ M. ３）と

高
こうこうせい

校生レベル（M.4 ～ M.6）の 2レベルに分
わ

けて実
じっ し

施

されました。

　第
だい

1 次
じ し ん さ

審査は日
にほんごのうりょく

本語能力テストで、上
じょうい

位 50 人
にん

が選
せんばつ

抜

され、そのうちでさらに上
じょうい

位 10 位
い

までが第
だい

2 次
じ し ん さ

審査に

進
すす

みました。第
だい

2 次
じ し ん さ

審査は、作
さくぶん

文コンテスト。中
ちゅうがくせい

学生

レベルのテーマは「私
わたし

の学
がっこう

校」で、高
こうこうせい

校生レベルのテ

ーマは「私
わたし

の国
くに

」でした。それぞれ 2時
じか ん

間で作文を書き、

原稿を見ないでスピーチし、作
さくぶん

文とスピーチとのそれ

ぞれの点
てんすう

数で審
しん さ

査が行
おこ

われました。

　全
ぜんたい

体の結
けっ か

果は下
か き

記の通
とお

りでした。

　中
ちゅうがくせい

学生レベル（M.1 ～ M. ３）は参
さんかし ゃ す う

加者数 75 人
にん

（参
さ ん か こ う す う

加学校数 27校
こう

）。最
さいゆうしゅうしょう

優秀賞はナコンパトム県
けん

のヨー

ゼフウッパタム学
がっこう

校のマユリー・スィースワンさんで、

ダイヤモンド王
おうかんしょう

冠賞と 10,000 バーツの奨
しょうがくきん

学金を受
じゅしょう

賞し

ました。

　高
こうこうせい

校生レベル（M.4 ～ M.6）は参
さんか し ゃ す う

加者数 644 人
にん

（参
さ ん か こ う す う

加学校数 67 校
こう

）で、最
さいゆうしゅうしょう

優秀賞はチェンマイ県
けん

の

モンフォートウィタヤーライ高
こうこう

校のナパットラ・ルア

ンムランスィーさん。同
おな

じくダイヤモンド王
おうかんしょう

冠賞と

10,000 バーツの奨
しょうがくきん

学金を受
じゅしょう

賞しましたた。

 26  2549 

 1 

 1 

 2  3 ( .1

– .3)  4 ( .4 – .6)

 2 

 1  50 

 1 – 10  2

 2  2 

 3 ( .1 – .3)  75  27 

10,000

. .

 4 ( .4 – .6)  644  67 

10,000

 1 
第
だい

1回
かい

ダイヤモンド王
おうかんしょう

冠賞
日
に ほ ん ご

本語コンテスト開
かいさい

催
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　『あきこと友
とも

だち』を使
つか

って日
にほんご

本語を教
おし

えている先
せんせい

生、

日
にほんご

本語を勉
べんきょう

強している学
がくせい

生の皆
みな

さん、お元
げんき

気ですか。

今
こんかい

回は、チェンマイのユパラートウィッタヤライ学
がっこう

校

の鈴
すずき

木由
ゆみこ

美子先
せんせい

生（国
こくさい

際交
こうりゅう

流基
ききん

金ジュニア専
せんもんか

門家）が

各
かくか

課の「ミニじょうほう」の教
おし

え方
かた

を紹
しょうかい

介してください

ました。

「先
せんせい

生のコーナー」

「あきこと友
とも

だち」を使
つか

っている先
せんせい

生の中
なか

に、課
か

ごと

の後
うし

ろに必
かなら

ずついている「ミニじょうほう」をどうやっ

て教
おし

えたらいいか分
わ

からない、という人
ひと

がいるかもしれ

ません。

日
にほんご

本語を教
おし

え始
はじ

めて間
ま

もない先
せんせい

生や、日
にほん

本へ行
い

ったこ

とがない先
せんせい

生にとって、「ミニじょうほう」に書
か

かれてい

る日
にほん

本や日
にほん

本事
じじょう

情を教
おし

えるのは難
むずか

しいのは当
とうぜん

然だと思
おも

い

ます。

そこで、今
きょう

日はそんな先
せんせい

生方
がた

のために授
じゅぎょう

業で使
つか

えるリ

ソースや、授
じゅぎょう

業の前
まえ

に予
よ び

備知
ちしき

識として読
よ

んでおいたらい

いと思
おも

われる教
きょうざい

材を紹
しょうかい

介したいと思
おも

います。また各
かくか

課の

シラバスを作
さくせい

成したので参
さんこう

考にしてください。

1. 授
じゅぎょう

業で使
つか

えるリソース
みなさんは国

こくさい

際 交
こうりゅう

流 基
ききん

金日
にほんご

本語国
こくさい

際センターの

『写
しゃしん

真パネルバンク』をご存
ぞんじ

知ですか。一
いちまい

枚の大
おお

きさが

A３サイズで、日
にほん

本の文
ぶんか

化行
ぎょうじ

事や生
せいかつ

活の様
ようす

子が掲
けいさい

載さ

れています。5シリーズあり、全
ぜんぶ

部で 643枚
まい

あります。

CD-ROMも販
はんばい

売していますが、現
げんざい

在は「みんなの教
きょうざい

材

サイト」から無
むりょう

料で見
み

ることができます。ただ、著
ちょさくけん

作権

の関
かんけい

係で全
ぜんぶ

部ではありません。515枚
まい

公
こうかい

開されています。

　たとえば L１のさくらでは、「Ⅳ．行
ぎょうじ

事シリーズ」

の 28番
ばん

と 31番
ばん

を使
つか

うと視
しかく

覚効
こうか

果で学
がくしゅうしゃ

習者にとって

桜
さくらぜんせん

前線が日
にほん

本を移
いどう

動していく様
ようす

子やどんなふうに咲
さ

く

のかイメージしやすくなるかもしれません。

２．授
じゅぎょう

業の前
まえ

の予
よ び ち し き

備知識として
　４つ紹

しょうかい

介します。TPA Pressから出
しゅっぱん

版されている

『体
たいけん

験しよう日
にほん

本の文化（ 』と

『日
にほん

本のくらし 12ヶ
かげつ

月（12 ）』、

『あきこと

友だち』

(

) 「ミニじょう

ほう」

「ミニじょうほう」

『あきこと友だち』

「ミニじょ

うほう」

「ミニじょう

ほう」

1.
『写真パネルバンク』

A3

 5  643 

「みんなの教材サイト」

 515 

 1 28 31 「Ⅳ．行

事シリーズ」

2.

 (5) あきこの広
ひ ろ ば

場 (5)
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から出
しゅっぱん

版されている 　、日
にほん

本

の凡
ぼんじんしゃ

人社という会
かいしゃ

社から出
しゅっぱん

版されている『風
かぜ

のつばさ』

です。『体
たいけん

験しよう日
にほん

本』はタイ語
ご

と日
にほんご

本語の両
りょうほう

方で書

かれているので、日
にほんご

本語の勉
べんきょう

強にもなります。『日
にほん

本の

くらし 12ヶ
かげつ

月』は絵
え

や写
しゃしん

真が多
おお

いので、教
おし

えるときに

教
きょうしつ

室に持
も

っていってもいいかもしれません。
は CD-ROMです。2枚

まいぐみ

組で、1枚
まいめ

目が 10課
か

、2

枚
まいめ

目が 8課
か

になっています。各
かくか

課は簡
かんたん

単な会
かいわ

話と語
ごい

彙の

説
せつめい

明、最
さいご

後に日
にほん

本事
じじょう

情の説
せつめい

明という構
こうせい

成になっています。

その最
さいご

後の部
ぶぶん

分で「ミニじょうほう」に使
つか

えそうなもの

があったので、表
ひょう

に入れておきました。

　『風
かぜ

のつばさ』はカラーが多く使
しよう

用されています。「ミ

ニじょうほう」にはそんなに関
かんれん

連するはなかったのです

が、項
こうもく

目事
じじょう

情の理
りかい

解の助
たす

けになると考
かんが

え、表
ひょう

に入
い

れてあ

ります。

　以
いじょう

上ですが、まだまだすべての項
こうもく

目をカバーしきれて

いません。「ほかに使
つか

える教
きょうざい

材があります」という方
かた

は、

ぜひ JFバンコク日
にほん

本文
ぶんか

化センターに情
じょうほう

報をお寄
よ

せくだ

さい。皆
みな

さんでアップデートしていきましょう。

①『写
しゃしん

真パネルバンク』

 国
こくさい

際交
こうりゅう

流基
ききん

金日
にほんご

本語国
こくさい

際センター　1998

Ⅰ．衣
いしょくじゅう

食住と道
どうぐ

具シリーズ　Ⅱ．社
しゃかい

会生
せいかつ

活シリーズ　

Ⅲ．自
しぜん

然と余
よか

暇シリーズ　Ⅳ．行
ぎょうじ

事シリーズ　

Ⅴ．日
にちじょう

常生
せいかつ

活シリーズ

「みんなの教
きょうざい

材サイト」　

http://www.jpf.go.jp/kyozai

②『たのしく読
よ

める　日
にほん

本のくらし 12ヶ
かげつ

月
（12 ）』Technology Promotion 

Association(Thailand ‒ Japan)Press 出版 2005

③『体
たいけん

験しよう日
にほん

本の文
ぶんか

化（ ）』

Technology Promotion Association(Thailand 

– Japan)Press出
しゅっぱん

版 1997 

④ “ ”

⑤『風
かぜ

のつばさ』凡
ぼんじんしゃ

人社　1998

＜山
やまかわせんせい

川先生からのひと言
こと

＞
　鈴
すずき

木先
せんせい

生、便
べんり

利なリストを作
つく

ってくださって、ありが

とうございました。これがあれば、学
がくせい

生は日
にほん

本について

たくさんのことを知
し

ることができますね。日
にほんじん

本人が日
にほん

本

でどんな生
せいかつ

活をしているのか、きっと学
がくせい

生は興
きょうみ

味がある

でしょう。日
にほん

本へ行
い

ったことがある先
せんせい

生は、このような

教
きょうざい

材を使
つか

いながら、学
がくせい

生に自
じぶん

分の経
けいけん

験を話
はな

したり日
にほん

本

でとった写
しゃしん

真も見
み

せたりするともっといいと思
おも

います。

 4  “ ”(体験しよう

日本の文化)  “12 ” (日本のくらし

12ヶ月) ( - )

“ ”

『風のつばさ』 凡人社

 “ ”  2 

“12 ”

 “

 2  10  2 

8

『風のつばさ』  
「ミニじょうほう」  

 

 
「ミニ

じょうほう」

かぜ
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●『あきこと友
とも

だち』「ミニじょうほう」シラバスと使える副教材一
いちらん

覧  「ミニじょうほう」
*は「みんなの教

きょうざい

材サイト」では公
こうかい

開されていません。* 「みんなの教
きょうざい

材サイト」

あきこと友だち ①写
しゃしん
真パネルバンク

② 体
たいけん
験 し よ う

日
にほん
本の文

ぶんか
化

③日
にほん
本のくらし 12ヶ

かげつ
月 ④CD-ROM ⑤風

かぜ
のつばさ

L1　さくら Ⅳ　28　31 P149～ 151 P29　お花
はなみ
見　桜
さくら

前
ぜんせん
線 V1  L９

L2　ちゃん・くん Ⅴ　28　31　35　73 なし なし

L3　日
にほん
本の高
こうこう
校

Ⅴ　12　20　39　48　　50　51　
52　56　68
Ⅱ　125～ 129　147

なし P28　日
にほん
本の学
がっこう
校制
せいど
度

L4　受
じゅけん
験戦
せんそう
争

Ⅴ　55　79
Ⅱ 131 132 153* 154* なし P18大

だいがく
学入
にゅうし
試

L5 日
にほん
本の交

こうつう
通機
きかん
関につ

いて

Ⅱ　44～ 71
45* 47* 48* 55* 58* 61* 63* 64* 68* 
70*

なし なし V1　L4  L8

L6　あみだくじ なし なし なし

L7　アルバイト
Ⅴ　77　78
Ⅱ　1　12* 109* 111 なし なし

L8　祝
しゅくじつ

日 Ⅳ　1 3* 4 6 7 9 P117　119 P11　成
せいじんしき
人式　P61　敬

けいろう
老の日

ひ

L9　富
ふじさん
士山

Ⅲ 101
Ⅲ 86* 87* 88 89* 90 91* 96 98* 
100*  102 103 104 105* 106*

なし なし P42

L10　

日
にほん
本のスポーツ

Ⅲ　70～ 84
70* 71* 72* 75* 76* 80* 81* 82* なし なし

L11　おねがいします
Ⅴ　73
Ⅱ　1 なし なし

L12　新
しんかんせん
幹線 Ⅱ 47* なし なし V1　L8

L13

友
とも
だちとのつきあい

なし なし なし

L14　日
にほん
本の四

しき
季

Ⅲ　１*
Ⅳ　25　39　40　42　51*　56　
61　62　84*　93　94*　98　99*　
110

P 1 3 9 - 1 4 3 　
P153-157
P125-129　

P11　
P22　ひな人

にんぎょう
形　

　　　ひなまつり
P34　
P47　うしの日

ひ
　

P50　お盆
ぼん
　盆
ぼんおど
踊り

P80　

V1　L9

L15　日
にほん
本料
りょうり
理

Ⅰ　17-31
Ⅱ　114～ 124 P191-193 なし V２　L1 P7 8

L16　おみやげ なし なし なし

L17　せんばづる Ⅳ　59
Ⅲ　107　108 P21 P54　原

げんばく
爆記
きねんび
念日

L18　日
にほん
本の歴

れきし
史 Ⅲ　91* 99* 103　104 なし なし

L19　年
ねんがじょう
賀状 Ⅳ ５ P129 P79　年

ねんが
賀はがき

L20　俳
はいく
句 なし P49 P18俳

はいく
句

L21　 日
にほん
本 の 高

こうこう
校 の

文
ぶんかさい
化祭

Ⅱ　149*　151* P169-175
P68 運

うんどうかい
動 会

P72　文
ぶんかさい
化祭

 L22　待
ま
ち合
あ
わせの場

ばしょ
所 Ⅲ 93 90 94* 95* 97 なし なし

V2　L4

V2　L6

L23　制
せいふく
服 Ⅴ　33　36　45 なし なし

L24　ごみ処
しょり
理 Ⅴ　101 なし なし

L25　日
にほん
本の高

こうこうせい
校生に

人
にんき
気がある 職

しょくぎょう
業

なし なし なし

L26　自
じどう
動販
はんばいき
売機 Ⅱ　111～ 113 なし なし V2　L13

L27　地
じしん
震

Ⅲ　7　8*　12*
Ⅳ　71* なし P60　

L28　日
にほん
本の祭

まつ
り

Ⅳ　58　67　49
Ⅴ　111 なし P56　57　112

L29　お風
ふろ
呂

Ⅰ　45　46　47
Ⅱ　38　39
Ⅳ　42
Ⅴ　26　27　83

P63-65 P34　しょうぶ湯
ゆ

P73　温
おんせん
泉

P46　47

L30　卒
そつぎょうしき

業 式 Ⅱ　155*　156* なし P24　卒
そつぎょうしき

業 式
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4.

「タワン・キッチン」
日
に ほ ん

本のめん

タイと同
おな

じように日
にほん

本にもいろいろな種
しゅるい

類のめんがあり

ます。皆
みな

さんはどんな日
にほん

本のめんを知
し

っていますか。

　めんは、暑
あつ

い時
とき

は水
みず

で冷
ひ

やして食
た

べやすく、また寒
さむ

い

時
とき

は熱
あつ

いつゆ（スープ）で食
た

べると体
からだ

が暖
あたた

まり、食
た

べる

のにも時
じかん

間がからないので、簡
かんたん

単な食
しょくじ

事として人
にんき

気があ

ります。学
がっこう

校や会
かいしゃ

社の食
しょくどう

堂、駅
えき

の中
なか

や周
まわ

り、スーパーや

デパートの中
なか

など、めんの店
みせ

は日
にほんじゅう

本中どこでも見
み

られま

す。

　地
ちほう

方によって、めんだけでなく、つゆの作
つく

り方
かた

やいっ

しょに食
た

べるものも違
ちが

って特
とくちょう

徴があります。札
さっぽろ

幌ラー

メン（北
ほっかいどう

海道）、讃
さぬき

岐うどん（四
しこく

国の香
かがわけん

川県）、信
しんしゅう

州そば

（長
ながのけん

野県）など、有
ゆうめい

名なものもたくさんあります。

　今
こんかい

回は冷
つめ

たいめんの作
つく

り方
かた

・食
た

べ方
かた

を紹
しょうかい

介しましょう。

１．めんをゆでて、水
みず

で冷
ひ

やします。ゆでる時
じかん

間はめん

によって違
ちが

います。ゆで過
す

ぎないように気
き

をつけて

ください。

２．つゆは、日
にほん

本料
りょうり

理の材
ざいりょう

料を売
う

っているスーパーなど

で買
か

うことができます。しょうゆ、みりん、砂
さとう

糖、

かつおぶしなどを材
ざいりょう

料にして作
つく

られています。その

まま使
つか

うものと、水
みず

で薄
うす

めて使
つか

うものがあります。

３．いっしょに食
た

べるものとして、次
つぎ

のようなものがあ

ります。

　　　・のり（細
ほそ

く切
き

って、めんにかけます）

　　　・しょうがやわさび（どちらもすりおろしたもの）、

 　   細
こま

かく切
き

ったねぎ（つゆに入
い

れます）

４．めんをつゆにつけて、いっしょに吸
す

い込
こ

むようにし

て食
た

べます。日
にほん

本では、音
おと

を立
た

ててめんを食
た

べても

かまいません。えびや野
やさい

菜の天
てん

ぷらなどといっしょ

に食
た

べてもおいしいです。
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 Website : Free Hyaka Jiten Uikipedia

 http://wikipedia.org/wiki/ (Udon/Soba) 

/  : Minna no Kyouzai Saito

 http://momiji.jpf.go.jp/kyouzai/index.php 

 1-002 inshokubutsu (menrui) 

①～③、2-123　keizaikatsudou (yatai) 

④、5―013 hirugohan (gakusei shokudou) 

④、soba⑥ 
 “ ”

 2548 

参
さんこう
考サイト : フリー百

ひゃっか
科事
じてん
典「ウィキペディア」

      (http://ja.wikipedia.org/wiki/)

      「うどん」「そば」など

・イラスト「みんなの教
きょうざい
材サイト」

     (http://momiji.jpf.go.jp/kyozai/index.php) より

　  1-002 飲
いんしょくぶつ
食物 ( めん類

るい
) ①～③

　  1-123 経
けいざい
済活
かつどう
動 ( 屋

やたい
台 ) ④

　  5-013 昼
ひる
ごはん ( 食

しょくどう
堂 ) ④、そば⑥

参
さんこうぶんけん
考文献 : .

:

 2548

名
なまえ

前     色
いろ

材
ざいりょう

料 太
ふと

さ 食
た

べ方
かた

うどん    白
しろ

  小
こむぎこ

麦粉 太
ふと

い 温
あたた

かいものと冷
つめ

た
いもの

ひやむぎ    白
しろ

  小
こむぎこ

麦粉 少
すこ

し細
ほそ

い 冷
つめ

たい

そうめん    白
しろ

  小
こむぎこ

麦粉 冷
つめ

い 冷
つめ

たい

ラーメン    黄
きいろ

色   小
こむぎこ

麦粉 細
ほそ

い～太
ふと

い 温
あたた

かいものと冷
つめ

た
いもの

そば    黒
くろ

っぽい   そば粉
こ

うどんより細
ほそ

い
温
あたた

かいものと冷
つめ

た
いもの

①   ( )

 「ざるそば」（冷
つめ
たいそば）

②  ( )

温
あたた
かいうどん

③   ( )

温
あたた
かいラーメン

④  

駅
えき
の近
ちか
くに夜

よる
だけラーメンの屋

やたい
台がでる。

⑤ 

めんは学
がっこう
校の食

しょくどう
堂でも人

にんき
気メニュー。

⑥  

 冷
つめ

たいめんの食
た

べ方
かた

～

＜日
にほ ん

本の主
おも

なめんの種
しゅるい

類＞
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『毎日使えて　しっかり身につく、はじめよう日本語初級1』

 3 

１『毎日使えて　しっかり身につく、はじめよう日本語初級1』 メインテキスト、ｽﾘｰｴｰﾈｯﾄﾜｰｸ 

２『毎日使えて　しっかり身につく、はじめよう日本語初級1』 ドリルと文法、ｽﾘｰｴｰﾈｯﾄﾜｰｸ 

３『毎日使えて　しっかり身につく、はじめよう日本語初級1』 CD・スクリプト、ｽﾘｰｴｰﾈｯﾄﾜｰｸ   

” ”

 2 1  12  2  10  22 

 2 - 4 

 2  1 

 2 

 2  3 

 82 % 

 500 

3  1  1,300  2  860 

 2  (2)『毎日使えて　しっかり身につく、はじめよう日本

語初級1』ドリルと文法

 2-4 

 3 

(3)『毎日使えて　しっかり身につく、はじめよう日本語初級1』CD・スクリプト 

 3 (  1) 

（日本留学試験） 

 (

 1 )
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『毎日使えて　しっかり身につく、はじめよ

う日本語初級1』メインテキスト  

TIJ東京日本語研修所（広瀬万里子、 

佐々木真佐子、西野敦子、渡部尚子） 

 スリーエーネットワーク 
ISBN 4-88319-392-6   

 1  2006 

 247 

 2,300  ( )

 2547

 2549 

 2 

元
もと

バンコク日
にほん ぶ ん か

本文化センター講
こうし

師　熊
くまの

野七
なな え

絵

2004年
ねん

7月
がつ

から 2006年
ねん

9月
がつ

までの短
みじか

い間
あいだ

でし

たが、JFBKK専
せんにんこうし

任講師としてタイおよび周
しゅうへんこく

辺国の

日
にほんごきょういくしえん

本語教育支援に携
たずさ

わり、教
きょうしけんしゅう

師研修、日
にほんごきょういく

本語教育

セミナー、一
いっぱんこうざ

般講座、紀
き よ う

要、コンサルタントや

機
きかんほうもん

関訪問などを通
つう

じて多
おお

くの先
せんせいがた

生方や学
がくしゅうしゃ

習者と出
で あ

会

い、学
まな

び合
あ

うことができたことを心から感
かんしゃ

謝してい

ます。タイの日
にほんごきょういく

本語教育は今
いまじゅうじつき

充実期を迎
むか

えています。

この 2年
ねん

の間
あいだ

にも高
こうこう

校、大
だいがく

学、民
みんかんきかんすべ

間機関全てにおい

てぐんぐんレベルアップしていく様
ようす

子を実
じっかん

感しまし

た。これからも JFBKKが充
じゅうじつき

実期だからこそのニー

ズに応
こた

え、タイの日
にほんごきょういく

本語教育がより発
はってん

展していくこ

とを願
ねが

っています。

帰
き こ く ご

国後は関
かんさいくうこう

西空港のすぐそばにある国
こくさい

際交
こうりゅうき

流基

金
きんかんさいこくさい

関西国際センターで日
にほんごがくしゅうしゃほうにちけんしゅう

本語学習者訪日研修などを

担
たんとう

当しています。日
にほん

本にお越
こ

しの際
さい

は、是
ぜ ひ

非ご連
れんらく

絡

ください。

『毎日使えて　しっかり身につく、 

はじめよう日本語初級1』ドリルと文法 

TIJ東京日本語研修所（広瀬万里子、 

佐々木真佐子、西野敦子、渡部尚子） 

 スリーエーネットワーク 

ISBN 4-88319-392-6   

 1  2006 

 247 

1,200  ( )

『毎日使えて　しっかり身につく、 

はじめよう日本語初級1』CD・スクリプト 

TIJ東京日本語研修所（広瀬万里子、 

佐々木真佐子、西野敦子、渡部尚子） 

 スリーエーネットワーク 

ISBN 4-88319-391-8   

 1  2006 

 73 

 3 

3,600  ( )

・帰
きこく

国のごあいさつ
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 2548 

 2549 

 8 

　吉
よしかわ

川景
けい こ

子

　みなさん、こんにちは。2005年
ねん

4月
がつ

からスコータ

イ県
けん

のウドムダルニー校に
こう

派
は け ん

遣され、タイ人
じん

の先
せんせい

生と

日
に ほ ん ご

本語の授
じゅぎょう

業を担
たんとう

当、中
ちゅうほくぶ

北部の学
がっこうほうもん

校訪問や後
こう き

期にはピ

サヌロークで中
ちゅうほくぶ

北部タイ中
ちゅうとぷがっこうにほんごきょういんきんようけんしゅう

等学校日本語教員金曜研修

を行
おこな

い、この地
ちい き

域でがんばっている先
せんせいがた

生方や学
がくせい

生たち

に出
で あ

会うことができました。中
ちゅうほくぶ

北部では日
に ほ ん ご

本語の需
じゅよう

要

はあまり高
たか

くないので、特
とく

にコマ数
かず

の少
すく

ない学
がっこう

校では、

学
がくせい

生たちのモチベーションを上
あ

げるのにとても苦
くろ う

労し

ながら授
じゅぎょう

業を行
おこな

っている先
せんせいがた

生方が多
おお

いと思
おも

います。で

も、日
に ほ ん ご

本語を教
おし

えるのは楽
たの

しいとみんな答
こた

えてくれる

ので、頼
たの

もしく感
かん

じています。中
ちゅうほくぶ

北部の先
せんせいがた

生方、短
みじか

い

間
あいだ

でしたが、大
たいへん

変お世
せ わ

話になりました。これからもが

んばってください。

2006年
ねん

7月
がつ

から東
とうほくぶ

北部ウドンターニー県
けん

のウドン

ピッタヤヌクーン校
こう

に異
いど う

動になり、現
げんざい

在は配
はいぞくこう

属校での

授
じゅぎょう

業担
たんとう

当と後
こ う き

期からウドンターニーで東
とうほくぶ

北部タイ

中
ちゅうとうがっこうにほんごきょういんどようけんしゅう

等学校日本語教員土曜研修を行
おこな

っています。新
あたら

しい

地
ちい き

域でまた新
あら

たにいろいろな先
せんせいがた

生方や学
がくせい

生たちに会
あ

え

るのを楽
たの

しみにしています。まだお会
あ

いしていない

先
せんせい

生、学
がっこうほうもん

校訪問をするのでぜひご連
れんらく

絡ください！

　松
まつばら

原　潤
じゅん

この度
たび

、バンコク日
にほんぶん か

本文化センターに着
ちゃくにん

任した

松
まつばらじゅん

原潤と申
もう

します。私
わたし

はこれまで約
やく

8年
ねんかん

間タ

イで日
に ほ ん ご

本語を教
おし

えていました。教
おし

えていた所
とことろ

は、

サコンナコーンRU、ピブンソンクラムRU、

ナレースワン大
だいがく

学、ウッタラディットRUで

す。これらの大
だいがく

学で得
え

た経
けいけん

験を生
い

かして、タイ

の日
にほんごきょういく

本語教育の発
はってん

展のため、微
びりょく

力ながらお手
てつだ

伝

いできればと考
かんが

えています。もちろん私
わたしひとり.

一人だ

けでできることは限
かぎ

られています。皆
みな

さんのご

協
きょうりょく

力を得
え

て、一
いっしょ

緒に考
かんが

えていきたいと思
おも

いま

す。どうぞよろしくお願
ねが

いいたします。

・転
てんにん

任のごあいさつ
　ジュニア専

せんもんか

門家

・新
しんにん

任のごあいさつ
　バンコク日

にほん ぶ ん か

本文化センター　講
こうし

師

・MS. Keiko  Yoshikawa

・MS. Jun  Matsubara
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書名 編著者 発行所 分類番号
らくらく日本語ライティング 田口雅子 アルク 816 T3R3 C2

らくらく日本語ライティング 田口雅子 アルク 816 T3R3 C3
平成１７年度　日本語能力試験 1・2級　
試験問題と正解

国際交流基金 /
日本国際教育支援 凡人社 810.75 JF1/2 05

平成１７年度　日本語能力試験 1・2級　
試験問題と正解

国際交流基金 /
日本国際教育支援 凡人社 810.75 JF1/2 05 C2

平成１７年度　日本語能力試験 3・4級　
試験問題と正解

国際交流基金 /
日本国際教育支援 凡人社 810.75 JF3/4 05 

平成１７年度　日本語能力試験 3・4級　
試験問題と正解

国際交流基金 /
日本国際教育支援 凡人社 810.75 JF3/4 05 C2

平成１3年度　日本語能力試験 1・2級　
試験問題と正解

国際交流基金 /
日本国際教育支援 凡人社 810.75 JF1/2 01 C7

平成１3年度　日本語能力試験 1・2級　
試験問題と正解

国際交流基金 /
日本国際教育支援 凡人社 810.75 JF1/2 01 C8

平成１3年度　日本語能力試験 3・4級　
試験問題と正解

国際交流基金 /
日本国際教育支援 凡人社 810.75 JF3/4 01 C7

項目整理　４級問題集　日本語能力試験対策 田中望　監修 凡人社 810.75 T3K6 4

項目整理　4級問題集　日本語能力試験対策 田中望　監修 凡人社 810.75 T3K6 4 C2

項目整理　3級問題集　日本語能力試験対策 田中望　監修 凡人社 810.75 T3K6 3

項目整理　3級問題集　日本語能力試験対策 田中望　監修 凡人社 810.75 T3K6 3 C2

項目整理　2級問題集　日本語能力試験対策 田中望　監修 凡人社 810.75 T3K6 2

項目整理　2級問題集　日本語能力試験対策 田中望　監修 凡人社 810.75 T3K6 2 C2

項目整理　1級問題集　日本語能力試験対策 田中望　監修 凡人社 810.75 T3K6 1

項目整理　1級問題集　日本語能力試験対策 田中望　監修 凡人社 810.75 T3K6 1 C2
日本語教師の成長と自己研修
「新たな教師研修ストラテジーの可能性をめざして」

春原憲一郎　
横溝紳一郎 凡人社 810.7 H37N54

上級で学ぶ日本語：テーマ別 (改訂版） 松田浩志　ほか 研究社 810.7 M3J6 K

日本語存在表現の歴史 金水敏 ひつじ書房 815.5 K5N5

早稲田から世界へ発信新時代の日本語教育をめざして 宮崎里司　編者 明治書院 810.7 S37W3

言語行動における「配慮」の諸相 国立国語研究所 くろしお出版 810.1 K6G4

社会言語学の展望 真田信治　編 くろしお出版 801.03 S25S2
生きた素材で学ぶ中級から上級への日本語　
ワークブック 鎌田修　ほか　編 The Japan Times 810.7 K3I4 W

大学で学ぶための日本語ライティング短文から
レポート作成まで 佐々木瑞枝　ほか The Japan Times 816 S37D3

日本企業への就職　
ビジネスマナーと基本のことば 海老原　恭子　ほか アスク 336.47 E2N5

わかって使える日本語：
中級レベル

名古屋YWCA　
教材作成グループ スリーエーネットワーク 810.7 N3W3

わかって使える日本語：
中級レベル　練習問題

名古屋YWCA　
教材作成グループ スリーエーネットワーク 810.7N3W3 R

平成１７年度　日本語能力試験 1・2級　
試験問題と正解

国際交流基金 /
日本国際教育支援 凡人社 810.75 JF1/2 05 C3

平成１７年度　日本語能力試験 1・2級　
試験問題と正解

国際交流基金 /
日本国際教育支援 凡人社 810.75 JF1/2 05 C4

平成１７年度　日本語能力試験 1・2級　
試験問題と正解

国際交流基金 /
日本国際教育支援 凡人社 810.75 JF1/2 05 C5

平成１７年度　日本語能力試験 3・4級　
試験問題と正解

国際交流基金 /
日本国際教育支援 凡人社 810.75 JF3/4 05 C3

平成１７年度　日本語能力試験 3・4級　
試験問題と正解

国際交流基金 /
日本国際教育支援 凡人社 810.75 JF3/4 05 C4

平成１７年度　日本語能力試験 3・4級　
試験問題と正解

国際交流基金 /
日本国際教育支援 凡人社 810.75 JF3/4 05 C5

日本語で歌おう 吉田千寿子 アスク 810.7 Y674N5

中上級を教える人のための日本語文法ハンドブック 庵功雄　ほか スリーエーネットワーク 815 I6C5 C3

A Guide to Reading & Writing Japanese Sakade Florence ほか Charles E.Tuttle 811.27 S3G8

敬語マニュアル　 浅田秀子 南雲堂 815.8 A8K4
第二言語学習と個別性：
ことばを学ぶ一人を理解する 林さと子　ほか 春風社 807 H3D3

バンコク日
に ほ ん ぶ ん か

本文化センター図
としょかん

書館　新
しんちゃくとしょ

着図書
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書名 編著者 発行所 分類番号
留学生のための現代日本語読解 岩佐靖夫　ほか Jリサーチ出版 817.7 I9R9

成長する教師　教師学への誘い 浅田匡　ほか　編者 金子書房 375.1 A8S4 C2

現代日本語　初級総合講座　発展編 水谷信子　梁島史恵 アルク 810.7 M5G4 SH

龍の文明　太陽の文明 安田喜憲 PHP新書 222.03 Y3R9

龍の文明史 安田喜憲 八坂書房 388.04 Y3R9

演劇入門 平田オリザ 講談社 770 H5E5 C3

芸術立国論 平田オリザ 集英社 705 H5G4

演劇と演出 平田オリザ 講談社 717.7 H5E5

「リアル」だけが生き延びる 平田オリザ ウエイツ 770.4 H5R5

対話のレッスン 平田オリザ 小学館 804 H5T3

演劇のことば 平田オリザ 岩波書店 772.1 H5E5

話し言葉の日本語 井上ひさし　
平田オリザ 小学館 810.4 I5H3

日本語の題目文 丹羽哲也 和泉書院 815.1 N59N5

家庭でバイリンガルを育てる Oketani-Lobbezoo,
Hitomi

EasternMichiganUniver-
sity publications 379.9 L6K3

Kodansha’s Communicative 
English-Japanese Dictionary Sharpe,Peter 講談社インターナショナル 833 S5K6

第 37回　日展アートガイド 中山忠彦　ほか 日展 708 NI-2 37

第 37回　日展作品集 中山忠彦　ほか 日展 708 NI-1 37

書好　第六巻：保存版 花井由雄 北井企画 728.05 H3S5

読むことを教える 国際交流基金 ひつじ書房 817.7 JFY6

外国語学習に成功する人、しない人 白井泰弘 岩波書店 807 S55G3

日本語教育能力検定試験に合格するための基礎知識 岡田英夫 アルク 810.79 O4N5

総合表記練習 C&P日本語教育・
教材研究会編 専門教育出版 811 C3S6

聞いて覚える話し方日本語生中継 ボイクマン聡子　
ほか くろしお出版 810.7 B65N5

日本語教育能力検定試験　
合格するための本 2007 年度版 アルク アルク 810.7 A78N5 07

クロスボーダー宣言 国際交流基金 鹿島出版会 319.04 JFK8
ア－ト戦略都市－ EU・日本のクリエイティブシティ 吉本光宏　監修 鹿島出版会 318.7 Y6A8
日本語教育の新たな文脈 国立国語研究所 アルク 810.7 K6N54

日本語誤用例文小辞典 市川保子 凡人社 815 I2N5 C2

続・日本語誤用例文小辞典 市川保子 凡人社 815 I2N5 2 C3

ケーススタディ　日本語教育 岡崎敏雄　ほか おうふう 810.7 O43K4 C2

王朝四代記　第 1巻 ククリット・プラモート 井村文化事業社 TH 929.36 I4O6 1

王朝四代記　第 2巻 ククリット・プラモート 井村文化事業社 TH 929.36 I4O6 2

王朝四代記　第 3巻 ククリット・プラモート 井村文化事業社 TH 929.36 I4O6 3

王朝四代記　第 4巻 ククリット・プラモート 井村文化事業社 TH 929.36 I4O6 4

王朝四代記　第 5巻 ククリット・プラモート 井村文化事業社 TH 929.36 I4O6 5

タイからの手紙　上 ボータン 井村文化事業社 TH 929.36 I4T3 1

タイからの手紙　下 ボータン 井村文化事業社 TH 929.36 I4T3 2

生みすてられた子供たち　上 シーファ 井村文化事業社 ＴＨ 929.36 I4U4 1 C2

生みすてられた子供たち　下 シーファ 井村文化事業社 ＴＨ 929.36 I4U4 2 C2

ソーイ・トーン　－タイ国農民小説選－ ニミット・プーミターウォン 井村文化事業社 TH 929.36 I4S6 C2

蝶と花 ニッパーン 井村文化事業社 TH 929.36 I4C5

タイ日辞典　1 富田竹二郎 養徳社 829.36 Y6T6 1

タイ日辞典　2 富田竹二郎 養徳社 829.36 Y6T6 2

蛇：アジアの現代文学－タイ ウィモン・サイニムヌアン めこん TH 929.36 S2H4

田舎の教師 カムマーン・コンカイ 井村文化事業社 TH 929.36 I4I5 C2

妖魔（ピーサート） セーニー・サワウポン 井村文化事業社 TH 929.36 I4P5

中国じいさんと生きる ヨク・ブラパー 井村文化事業社 TH 929.36 I4C6

未来を見つめて シーブーラパー 井村文化事業社 TH 929.36 I4M5



33

書名 編著者 発行所 分類番号
タイ国古典文学名作選 富田竹二郎　編訳 井村文化事業社 TH 929.36 I4K6

農村開発顛末記 ニミット・プーミターウォン 井村文化事業社 TH 929.36 I4N6

青い空の下で シーファ 井村文化事業社 TH 929.36 I4A6

東北タイの子 カムプーン・ブンタヴィー 井村文化事業社 TH 929.36 I4T6 C2

幾多の生命 ククリット・プラモート 井村文化事業社 TH 929.36 I4I4

現代タイ国短編小説集 スチャート・サワッシー　編 井村文化事業社 TH 929.36 I4G4

裁き チャート・コープチッティ 井村文化事業社 TH 929.36 I4S2

海外ビジネス事情シリーズ　タイ 北村守雄 総合法令 TH 332 K5K3

タイの工業化　ＮＡＩＣへの挑戦 末廣昭 /安田靖 アジア経済研究所 TH 509.2 S8N3

タイ－産業立国へのダイナミズム 井上隆一郎 筑摩書房 TH 332 I5T3
タイ語の通になるための－タイ語会話
「決り文句」600 クリエンクライ・ラワンクル 語研 TH 829.36 K7T3

旅の指さし会話帳　①タイ 加川博之 情報センター出版局 TH 829.36 K3T3 C2

食べる指さし会話帳　①タイ－タイ料理－ 加川博之 情報センター出版局 TH 829.36 K3R9

おしゃれなはがき　12ヶ月 国貞馨竹 日貿出版社 724.59 K8O8

続・日本の歴史を動かした人々 樋口清之　監修 旺文社 210 H6N5 1

続々・日本の歴史を動かした人々 樋口清之　監修 旺文社 210 H6N5 2

気候変動の文明史 安田喜憲 ＮＴＴ出版 451.8 Y3K5

文明の環境史観 安田喜憲 中央公論新社 202.5 Y3B8

東西文明の風土 安田喜憲 朝倉書店 290.18 Y3T6

長江文明の探究 安田喜憲 新思索社 222.02 Y3C5

ぴあシネマクラブ　日本映画編　2007 年最新版 ぴあ ぴあ 778.038 PI 07

はじめての　やまのぼり 美智子 至光社 726.5 M5H3

タイで働く 佐倉弥生 /吉田隆 めこん TH 366.29 S2T3

JAPON -Japan x France Manga Collection 安野モヨコ　ほか 飛鳥新社 726.1 A5J3
クメールの笑顔　
カンボジア｜アンコール・ワット写真集 剣持　研治 ガンボジア写真展実行委員会 292.35 K4K8 C2

「共生」の内実　批判的社会言語学からの問いかけ 植田晃次+山下仁　編集 三元社 316.8 U3K9

イラク便り－復興人道支援 221日の全記録 奥克彦 産経新聞ニュースサービス 302.281 O4I7

タイ食堂の味方　指さしアジアングルメ シリクン・ニパットヨティン 双葉社 TH 596.2 N5T3

バンコクの容姿 前川健一 講談社 TH 302 M3B3

和英対照　簿記会計実務ハンドブック 広田潤 中央経済社 336.9 H5B6
電話のしくみからインターネットまで手に取るように
通信ネットワークがわかる本

ＮＴＴグループ･
ネットワーク研究会 かんき出版 547.2 N8T4

無から始めた男たち：
20世紀日本の経済人セレクション 日本経済新聞社　編 日本経済新聞社 332.8 N5M8

歩くバンコク　2006 ～ 2007 年版 DACO メディアポルタ TH 292.37 D3A7 06

対人関係構築のためのコミュニケーション入門 徳井厚子　桝本智子 ひつじ書房 361.45 T6T35

新版国語図説 井筒雅風 京都書房 910.2 I9S5

新　バンコク便利帳 ダコ編集部　編 ダコ編集部 TH 292.37 D3B3 2 C2

知のツールボックス　新入生援助集 専修大学出版企画委員会　編 専修大学出版局 377.15 S4C5
昭和史への一証言 松本重治 たちばな出版 210.7 M38S5
政尾藤吉伝－法整備支援国際協力の先駆者 香川孝三 信山社 289.1 K34M3
近代日本と国際文化交流
－国際文化振興会の創設と展開 柴崎厚士 有信堂 319.1 S53K5

国際交流･協力活動入門講座　Ｉ　
草の根の国際交流と国際協力

毛受敏浩 / 榎田勝利 / 有田典代
監修 明石書店 319 M4K6 1

国際交流･協力活動入門講座　Ｉ I　
国際交流の組織運営とネットワーク

毛受敏浩 / 榎田勝利 / 有田典代
監修 明石書店 319 M4K6 2

国際交流･協力活動入門講座　ＩＩＩ　
国際交流･国際協力の実践者たち

毛受敏浩 / 榎田勝利 / 有田典代
監修 明石書店 319 M4K6 3

21 世紀の国際知的交流と日本
－日米フルブライト 50年を踏まえて 賀来景英 /平野健一郎　編 中央公論新社 319 K36K6

日本語教育論集　
世界の日本語教育　2006　［第 16号］ 国際交流基金 国際交流基金 372 JFR6 16

留学生受入の手引き ＪＡＦＳＡ「留学生受入の手引
き」プロジェクト編集 ＪＡＦＳＡ 377.6 J3R9
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書名 編著者 発行所 分類番号
アート戦略都市－ＥＵ・日本のクリエイティブシティ 吉本光宏　監修 鹿島出版会 318.7 Y6A8 C2

戦後日本の国際文化交流 戦後日本国際文化交流研究会 勁草書房 319.1 H5S4 C2
行き逢えば兄弟（いちゃればちょうでぇ） 玉城正保 郵研社 769.1 T3I2
トランスフォーマティブ・カルチャー　
新しいグローバルな文化システムの可能性 川崎賢一 勁草書房 361.5 K3T6

生を踏んで恐れず　高橋是清の生涯 津本陽 幻冬社 289.1 T7S4
社会保障年鑑　2006 年度版 健康保険組合連合会　編 東洋経済新報社 364 K4S5

京都名庭園　Gardens in Kyoto 水野克比古 光村推古書院 629.21 M5K9
恋はいつも未知なもの　
YOU DON’T KNOW WHAT LOVE IS 村上龍 朝日新聞社 913.6 M86K6

だいじょうぶマイ･フレンド 村上龍 集英社 913.6 M86D3

ゆたか物語　創ってきたのは笑顔と未来 佐藤貴美子 /水野敬美 /
藤林和子 クリエイツかもがわ 369.27 S2Y8

ビジュアル　経理の基本　新版 片平公男 日本経済新聞社 336.9 K3K4

第 11回　アジア漫画展　アジアの若者文化 国際交流基金 国際交流基金 726.1 JFS8 11

2005 年　日本国際博覧会　公式記録写真集 2005 年日本国際博覧会協会 2005 年日本国際博覧会協会 606.9 N5N5
アジア･オセアニアの英語　
Englishes in Asia and Oceania 河原俊昭 /川畑松晴　編 めこん 830.4 K3A8

奇跡の名犬物語　世界一賢いロイヤル・ドッグ　
トーンデーン

プーミポン・アドゥンヤデート
国王陛下 世界文化社 TH 645.6 P8K5

特別展　仏像：一本にこめられた祈り 東京国立博物館 /
読売新聞東京本社文化事業部 読売新聞東京本社 718.3 T6B8

新傾向日本語留学試験対応　講義を受ける為の
思考力を養う日本語　読解トレーニング 愛知国際学院日本留学試験研究会 凡人社 810.77 A4N5 D

新傾向日本語留学試験対応　講義を受ける為の
思考力を養う日本語　聴解トレーニング 愛知国際学院日本留学試験研究会 凡人社 810.77 A4N5 L

新傾向日本語留学試験対応　講義を受ける為の
思考力を養う日本語　聴読解トレーニング 愛知国際学院日本留学試験研究会 凡人社 810.77 A4N5 C

新シラバス対応　日本留学試験対策　物理 愛知国際学院日本留学試験研究会 凡人社 810.77 A4B8

新シラバス対応　日本留学試験対策　科学 愛知国際学院日本留学試験研究会 凡人社 810.77 A4K3

新シラバス対応　日本留学試験対策　生物 愛知国際学院日本留学試験研究会 凡人社 810.77 A4S4

新シラバス対応　日本留学試験対策　数学 2 愛知国際学院日本留学試験研究会 凡人社 810.77 A4S8 2

新シラバス対応　日本留学試験対策　数学 1 愛知国際学院日本留学試験研究会 凡人社 810.77 A4S8 1

新シラバス対応　日本留学試験対策　総合科目 愛知国際学院日本留学試験研究会 凡人社 810.77 A4S6

環太平洋地域における日本語の地位 国立国語研究所 国立国語研究所 810.7 K6N3

わかって使える日本語：中級レベル 名古屋YWCA　教材作成グループ スリーエーネットワーク 810.7 N3W3 C2

わかって使える日本語：中級レベル　練習問題 名古屋YWCA　教材作成グループ スリーエーネットワーク 810.7 N3W3 R C2
海外で日本語を教える
－ネイティブ日本語教師への期待－ 椎名和男　編 凡人社 810.7 K39K3

日本語能力試験２０日で合格文字・語彙１級 国書日本語学校 国書刊行会 810.75 K6N5 M1

日本語能力試験２０日で合格文字・語彙１級 国書日本語学校 国書刊行会 810.75 K6N5 M1 C2

読むことを教える 国際交流基金 ひつじ書房 810.7 JFY6

はじめよう日本語初級１　メインテキスト ＴＩＪ東京日本語研修所 スリーエーネットワーク 810.7 T55H3 1

はじめよう日本語初級１　ドリルと文法 ＴＩＪ東京日本語研修所 スリーエーネットワーク 810.7 T55H3 1D

はじめよう日本語初級１　ＣＤスクリプト ＴＩＪ東京日本語研修所 スリーエーネットワーク 810.7 T55H3 1S

基礎表現 50とその教え方 富田隆行 凡人社 810.7 T6K5 1

日本語能力試験出題準備 国際交流基金 凡人社 810.75 JFS5 C5

しんにほんごのきそⅠ本冊かんじかなまじり版 海外技術者研修協会 スリーエーネットワーク 810.7 A68S5 1

文化中級日本語Ⅱ 文化外国語専門学校 凡人社 810.7 B86C5 2  C3

文化中級日本語Ⅱ 文化外国語専門学校 凡人社 810.7 B86C5 2 C4

文化中級日本語Ⅰ　練習問題集 文化外国語専門学校 凡人社 810.7 B86C5 R1 C3

文化中級日本語Ⅰ　練習問題集 文化外国語専門学校 凡人社 810.7 B86C5 R1 C4

アカデミック・ジャパニーズの挑戦 門倉正美　ほか ひつじ書房 810.7 K33A4

外国人生徒のためのカリキュラム 清水睦美　児島明 嵯峨野書院 375.1 S5G3

「わるい発音」のなおしかた 仲野谷　清 日本書籍 811.1 N3W3

日本語おしゃべりのたね 沢田幸子　ほか スリーエーネットワーク 817.8 S39N5
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BJTビジネス日本語能力テスト　
JLRT体験テストと解説 加藤清方 ジェトロ 810.76 K3B5

BJTビジネス日本語能力テスト　
JLRT体験テストと解説 加藤清方 ジェトロ 810.76 K3B5 C2

日本語能力試験 1・2級文法対策標準テキスト 行田悦子　ほか 秀和システム 810.75 K68N5

日本語能力試験 1・3級文法対策標準テキスト 行田悦子　ほか 秀和システム 810.75 K68N5 C2

日本語と近代日本 多仁安代 岩田書院 810.7 T365N5

日本語教師のための漢字指導アイディアブック 川口義一　ほか 創拓社 811.2 K39N5

教師用日本語教育ハンドブック 7　教授法入門 国際交流基金日本語国際センター 凡人社 810.7 JFK9 7 C3

英語の論理・日本語の論理 安藤貞雄 大修館書店 810 A53E4

日本語教育の方法 -コース・デザインの実際ー 田中望 大修館書店 810.7 N69N5

教職科学講座　第２５巻　日本語教育学 奥田邦男 福村出版 810.7 O48N5

どんな時どう使う日本語表現文型 500中・上級 友松悦子　ほか アルク 810.75 T6D6 T C2

Situational Functional JAPANESE T SUKUBA  L ANGUAGE 
GROUP 凡人社 810.7 T7S5 2D

短期集中初級日本語文法総まとめポイント 20 友松悦子　和栗雅子 スリーエーネットワーク 815 T66T3 C2
留学生のための日本語教科書学術日本語の基礎（二）
近代文語文を読む 一橋大学留学生センター 一橋大学留学生センター 810.7 H58K5

日本語教育のためのアジア諸言語の対訳作文データの
収集とコーパスの構築 前田（宇佐美）洋 国立国語研究所 810.7 U8N5

外国語教育学大辞典 J o h n s o n , K e i t h 
Johnsom,Helen 大修館書店 807.033 J6G3

Step Up Nihongo 1 山内繁勝 アイシーアイ 810.7 Y363S7 1
Step Up Nihongo 2 山内繁勝 アイシーアイ 810.7 Y363S7 2
Step Up Nihongo 1 教師用 山内繁勝 アイシーアイ 810.7 Y363S7 1K
Step Up Nihongo 2 教師用 山内繁勝 アイシーアイ 810.7 Y363S7 2K
よく使うカタカナ語 小田知子　ほか アルク 810.7 O33Y6 C2
学習者の発想による日本語表現文型例文集
-初級後半から中級にかけて 坂本　正 凡人社 810.7 S353G3 C2

類似表現の使い分けと指導法 日本語教育誤用例研究会 アルク 810.45 N5R8 C3
日本語不思議図鑑 定延利之 大修館書店 810.4 S3N5
外国人のための日本語分野別重要単語 1300 K.I.T. 日本語教育研究所 アスク講談社 814 K5G3 C2
実例で学ぶ認知言語学 デイヴィッド・リー 大修館書店 801 L44J5
日本語と近代日本ジェンダー 日本語ジェンダー学会 ひつじ書房 814.9 N5N5

敬語表現教育の方法 蒲谷宏　ほか 大修館書店 815.8 K3K4
日本語教育能力検定試験　傾向徹底分析問題集　
第 16回～第 18回 アルク日本語書籍編集部 アルク 810.79 A4N5 16-18

韓国人による日本社会言語学研究 真田信治　監修 おうふう 810.1 S3K3

すぐに使える上級動詞 佐々木瑞枝　監修 アルク 815.5 S2J6　C3

すぐわかる上級表現 佐々木瑞枝  監修 アルク 810.7 S273S8 C3

違いを覚える上級形容詞 佐々木瑞枝 渡部孝子 アルク 810.7 S273C5　C3

平成 16年度　日本語能力試験　
１･２級試験問題と正解

国際交流基金 /
日本国際教育協会

凡人社 810.75 JF1/2 04 C8

日本語能力試験　1 ･ 2 級直前対策　ポイント整理日
本語文法 渥見和重　ほか アスク 810.75 A8P6 1/2 C3

日本語教師必携　
すぐに使える　「レアリア・生教材」　アイディア帖 国際交流基金 スリーエーネットワーク 810.7 JFS8

日本語教師必携　
すぐに使える　「レアリア・生教材」　アイディア帖 国際交流基金 スリーエーネットワーク 810.7 JFS8 C2

日本語教師必携　
すぐに使える　「レアリア・生教材」　アイディア帖 国際交流基金 スリーエーネットワーク 810.7 JFS8 C3

日本語テストハンドブック 日本語教育学会　編 大修館書店 810.7 N546N5

基礎の古典文法 松延市次 桐原書店 810.7 M38K5

日本語能力試験に出る文字･語彙　1・2級 松岡龍美 国書刊行会 810.75 M36M6 1/2 C3

日本語能力試験に出る読解 1級 久保三千子 /下村彰子 国書刊行会 810.75 M36D6 1 C3

日本語上級総合問題集：日本語能力試験 1級対応 中川良雄 国書刊行会 810.75 N3N5 1 C3

日本語能力試験直前対策 文法 1級 国書刊行会 国書刊行会 810.75 C5M6 1B C5

完全マスター１級　日本語能力試験読解問題対策 草野宗子ほか スリーエーネットワーク 810.75 T5K3 1 C4

完全マスター 1級　日本語能力試験文法問題対策 植木香ほか スリーエーネットワーク 810.75 T5K3 1B C5
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新日本語総まとめ問題集　文法編 佐々木仁子+松本紀子 アスク 810.75 S2S5 B C3

どんな時どう使う　日本語表現文型 500　中・上級 友松悦子 /宮本淳 /和栗雅子 アルク 810.7 T6D6 C C4
どんな時どう使う　
日本語表現文型 500短文完成練習帳 友松悦子 /宮本淳 /和栗雅子 アルク 810.75 T6D6 T C3

改訂新版　日本語能力試験１級直前対策問題集 東京日本語研究会　編 マルモ出版 810.75 T6N5 1
Japanese for Busy People 1
(Romanized Version)

Association for Japanese-
Language Teaching Kodansha 810.7 JLTJ3 1RO

Japanese for Busy People 1 (Kana Version) Association for Japanese-
Language Teaching Kodansha 810.7 JLTJ3 1KA

講座・日本語教育学　第２巻　
言語行動と社会・文化 縫部義憲　監修 スリーエーネットワーク 810.7 N8K6 2

講座・日本語教育学　第３巻　
言語学習の心理 縫部義憲　監修 スリーエーネットワーク 810.7 N8K6 3

講座・日本語教育学　第 5巻　
多文化間の教育と近接領域 縫部義憲　監修 スリーエーネットワーク 810.7 N8K6 5

講座・日本語教育学　第 6巻　
言語の体系と構造 縫部義憲　監修 スリーエーネットワーク 810.7 N8K6 6

基礎日本語学習テキスト　
リビングジャパニーズ　Book1 コーベニ　澤子　ほか くろしお出版 810.7 C6K5 1

方法 : 講座　社会言語学学科　6 伝　康晴　田中ゆかり ひつじ書房 801.03 D4H6

かんじ　だいすき（六） 国際日本語普及協会 国際日本語普及協会 811.2 K6K3 6

初級読解問題 55　日本語能力試験３級用 北嶋千鶴子 凡人社 810.75 K58S5

中級読解問題 55　日本語能力試験 2級用 北嶋千鶴子 凡人社 810.75 K58C5

上級読解問題 55　日本語能力試験 1級用 北嶋千鶴子 凡人社 810.75 K58J6

新基準対応　日本語総まとめ問題集２級（文法編） 佐々木不仁子・松本紀子 アスク 810.75 S2K5 2B

新基準対応　日本語総まとめ問題集２級（文法編） 佐々木不仁子・松本紀子 アスク 810.75 S2K5 2B C2

外国人児童・生徒を教えるためのリライト教材 光元總江・岡本淑明 ふくろう出版 375.8 M5G3
日本語教育能力検定試験に合格すための
記述式問題 50 星野恵子 アルク 810.79 H6N5

シャドーイング日本語を話そう・初～中級編 斎藤仁志　ほか くろしお出版 817.8 S35S5

敬語マニュアル 浅田秀子 南雲堂 815.8 A8K4 C2

敬語で解く日本の平等・不平等 浅田秀子 講談社現代新書 815.8 A8K45 

「敬語」論　ウタから敬語へ 浅田秀子 勉誠出版 815.8 A8K454

日本企業への就職　ビジネス会話トレーニング 岩澤　みどり・寺田則子 アスク 817.8 I93B5

現代擬音語擬態語用法辞典 飛田良文・浅田秀子 東京堂出版 813.8 T6G4 C2

現代副詞用法辞典 飛田良文・浅田秀子 東京堂出版 815.6 H5F8 C2

現代形容詞用法辞典 飛田良文・浅田秀子 東京堂出版 815.4 H5K4


